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はじめに 

 国は、平成 25 年 12 月に公布・施行した「強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・

減災等に資する国土強靱化基本法（平成 25 年法律第 95 号）」（以下「基本法」という。）第 10

条第１項の規定に基づき、「国土強靱化基本計画（平成 26 年 6 月 3 日閣議決定）」（以下「基

本計画」という。）を策定した。その後、令和 5 年 6 月に基本法が改正されたことを受け、基本

法第 11 条の 2 に基づき、新たに「第１次国土強靱化実施中期計画（令和 7 年 6 月 6 日閣議決

定）」（以下「実施中期計画」という。）が決定され、令和８年度から令和 12 年度までの５年間

の目標が示された。 

 本県としても、事前防災及び減災その他迅速な復旧・復興並びに地域間競争力の向上に資する

強靱な地域づくりをより一層加速するため、平成 27 年 11 月に「大分県地域強靱化計画（以下

「地域計画」という。）」を策定し、県をあげて地域強靱化の取組を進めてきた。 

 その間、平成 29 年九州北部豪雨、台風第 18 号、令和 2 年 7 月豪雨、そして令和 8 年熊本地震

等、数十年に一度といわれるような集中豪雨や台風等による災害が毎年のように発生し、数多の

尊い人命や貴重な財産が犠牲となっており、地域強靱化の取組は依然として道半ばである。 

 このため、本県では激甚化する災害に対応するため、平成 30 年度から「防災・減災、国土強

靱化のための３か年緊急対策」、令和３年度から「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速

化対策」を活用し県土の安全性の向上を図ってきた。さらに、令和８年度からは「実施中期計画」

に基づく事業の活用をいち早く開始し、県土強靱化への取組を不断に推進することとしている。      

加えて、近年の災害から得られた貴重な教訓や社会経済情勢の変化等を踏まえ、令和２年３月

に１回目、令和７年３月に２回目となる地域計画の見直しを行い、中長期的・短期的の両面で、

地域強靱化の取組を推進していくことで、引き続き、県土強靱化への取組を推進することとして

いる。 

 新たな段階に入った地域強靱化の取組を円滑かつ着実に推進するためには、地域計画に基づき、

当該年度の主な施策の実施状況及び今後の取組を明示するとともに、定量的な指標により進捗状

況を把握・管理し、施策の充実を図るという PDCA サイクルを更に充実させることが必要である

ため、「大分県地域強靱化年次計画」を毎年度策定し、PDCA 機能の強化に加え、国、県、民間事

業者、関係団体、住民など地域強靱化を担う様々な主体に対する情報発信機能の充実を図ってい

く。 
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大分県地域強靱化年次計画の策定及びこれに基づく施策の推進

１ 大分県地域強靱化年次計画策定の趣旨 

 大分県地域強靱化計画（以下「地域計画」という。）は、概ね５年ごとに見直すこととしてお

り、平成 27 年の策定以来、令和７年３月に２回目となる見直しを行った。 

 地域強靱化の取組を効果的・効率的に推進するためには、地域計画で定められた 31 の「起き

てはならない最悪の事態」を回避するための施策を 12 の施策分野において不断に見直し、必要

に応じて新しい施策等を追加するとともに、施策の進捗管理を徹底することが重要である。具体

的には、毎年度、おおむね向こう１年間に取り組むべき具体的施策を企画・計画（Plan）、企画・

計画に基づいた施策の実施（Do）、定量的な指標を活用して結果を評価（Check）、その上で、進

捗状況に応じた修正、必要な新規施策の追加等の改善（Action）を行い、次年度につなげるとい

う PDCA サイクルを活用した地域強靱化の取組をスパイラルアップしていく。 

 このため、地域計画第４章１（１）のとおり、指標（KPI）による施策の進捗状況の把握等を行

うとともに、各施策分野の推進のために当該年度に取り組むべき主要施策等を示した「大分県地

域強靱化年次計画」（以下「年次計画」という。）を策定する。 

 施策分野における進捗状況の分析・評価は、大分県地域強靱化計画推進委員会のもと、地域計

画で示された「目指すべき姿」、「基本目標」等を念頭に置き、12 の施策分野を構成する各施策

の指標の進捗及び実施結果の分析を基に、総合的かつ施策分野横断的に実施されなければならな

い（図１参照）。 

≪PDCA サイクルによる進捗管理（図１）≫ 
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 【大分県地域強靱化計画】 

  ○災害等の発生に対する４つの基本目標 

  ○大規模自然災害を想定した６つの「事前に備えるべき目標」 

  ○その妨げとなる 31 の「起きてはならない最悪の事態」 

〇施策分野 

  （個別施策分野） 

(１)行政機能／警察・消防等、(２)住宅・都市／環境、(３)保健医療・福祉 

(４)エネルギー／情報通信／産業構造、(５)交通・物流、(６)農林水産、(７)国土保全 

  （横断的分野） 

(Ａ)リスクコミュニケーション(情報の共有、訓練・啓発等)、(Ｂ)地域の生活機能の維持・ 

地域の活性化、(Ｃ)防災教育・人材育成、(Ｄ)老朽化対策、(Ｅ)デジタル活用 
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≪大分県地域強靱化計画の位置づけ（図２）≫ 

 地域計画は、南海トラフ地震やこれまで経験したことのない集中豪雨など大規模自然災害によ

って重大な危機が実際に発生した場合においても、本県が十分な強靱性を発揮できるよう、施策

を総合的かつ計画的に推進していくため、地域計画に係る県の他の計画等の指針となるもの。 
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２ 年次計画の構成 

（１）指標の進捗状況（資料１） 

 大規模自然災害により生じかねない「起きてはならない最悪の事態」に対する施策の進捗状況

を確認するため、指標を「計画改訂時→目標値→現状値」で明記し、施策の実現に向けた課程の

可視化を図っている。 

１ 計画における指標の達成度の検証（令和７年度末） 

 全７１指標のうち、目標を達成した指標は４８指標であった。また、目標を概ね達成した指標

は１８であり、全体の９３％において目標を達成・概ね達成しており、計画はおおむね順調に推

移したと言える。 

（２）大分県地域強靱化計画の主な実施状況（資料２） 

 地域計画の推進にあたり、各施策を効果的・効率的に進めるためには、「起きてはならない最

悪の事態」を回避するためのプログラムごとの施策の進捗状況を毎年度把握・評価し、PDCA サイ

クルにより各施策の見直しや新たな施策の追加を行っていくことが重要である。 

 本資料において、「起きてはならない最悪の事態」に対する施策について「令和７年度の取組」

及び「令和８年度以降の取組」を掲載している。 

5



３ ｢防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策｣を踏まえた重点的な 

取組 

 近年激甚化する風水害や切迫する大規模地震等への備え、また一斉に老朽化するインフラ対策

をさらに加速化させるため、デジタル技術等の活用も踏まえた中長期的な視点での対策を行った。 

 特に重点的・集中的に実施すべき対策として、国土強靱化に関する「防災・減災、国土強靱化

のための５か年加速化対策を踏まえた取組」は次のとおりである。 
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４ ｢実施中期計画｣を踏まえた重点的な取組 

 激甚化する風水害や切迫する大規模地震等への対策、今後一斉に老朽化するインフラの維持管

理・更新を、今後も中長期的かつ安定的・計画的に進めていく必要があります。また、これらの

取組をより効率的に執行するためには、急速に開発が進むデジタル技術の活用等が極めて重要で

す。 

 これらを踏まえ、国の法定計画である「実施中期計画」に基づき、「激甚化する風水害や切迫

する大規模地震等への対策」、「予防保全型インフラメンテナンスへの転換に向けた老朽化対策」、

「国土強靱化に関する施策を効率的に進めるためのデジタル化等の推進」について、切れ目のな

い着実な推進を図ります。 

 特に重点的・集中的に実施すべき対策として、同計画を踏まえた取組は次のとおりである 

13



14



15



16



17



18



５ 大分県地域強靱化計画にて新規・拡充した主な取組状況 

 平成２７年１１月に策定した大分県地域強靱化計画は、令和７年３月に主に以下の点について

見直しを行っている。 

 Ⅰ 近年の災害から得られた知見 

    〇気候変動の影響を踏まえた治水対策 

    〇被災者等の健康・避難生活環境の確保 

 Ⅱ 社会情勢の変化等を踏まえた反映 

    〇先端技術の活用 

    〇地域のリーダー等の人材育成、防災教育の充実 

 Ⅲ 災害時に必要なインフラ整備、耐震対策・老朽化対策、ＢＣＰの普及などは引き続き推進 

 これら主な見直しに関する対策について、「大分県地域強靱化計画の新規・拡充した主な取組

状況」として以下に取組事例を示す。 

Ⅰ 近年の災害から得られた知見の反映 
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Ⅱ 社会情勢の変化等を踏まえた反映 
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Ⅲ 災害時に必要なインフラ整備、耐震対策・老朽化対策、ＢＣＰの普及 
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６ 災害時における感染症への対応について 

 本県では、これまで感染症拡大防止のための各種取組を進めてきたところであるが、感染症が

流行する中で大規模災害が発生した場合には、避難所等における感染症対策が大きな課題となる

可能性がある。 

 本県としては、避難所に係る各種ガイドライン等を定め、手洗い・手指消毒、十分な換気、マ

スクの着用等の励行、医師・看護師等の巡回・派遣体制の確保等避難所において必要な感染症対

策を講じているところであるが、感染拡大・まん延期に災害が発生した場合には、避難所で感染

が拡大するおそれがあることから、マスクや消毒液などの備蓄を進めるとともに、指定避難所以

外の開設や、ホテル・旅館の活用等、避難者のための十分なスペースの確保等の取組について、

次のとおり推進する。 

【災害時の避難所における感染症への対応について】 

１ 平時の対応 

 ・住民に対し、予め避難行動を確認しておくことの重要性の周知 

 ・親戚や知人宅、宿泊施設など分散避難の啓発 

 ・避難に備え、感染症を踏まえ準備する非常用持出袋の防災用品見直しの周知 

 ・想定される避難者と避難先についての検討 

  ア 発熱や咳等の風邪症状の有症者等が避難してきた場合の避難先の検討 

  イ 罹患した場合に重症化しやすい者や妊娠をしている者等の要配慮者が避難してきた場

合の避難先として、ホテル等の活用を検討 

  ウ 指定避難所内で発熱、咳症状等の体調不良者が出現した場合の避難先の検討 

 ・マスク、アルコール消毒薬、ハンドソープ、ペーパータオル等備蓄品の確保 

２ 発災時の対応 

 ・避難が必要な者が感染症を恐れて避難を躊躇しないよう適切な避難誘導の実施 

 ・避難所の分散の周知 

 ・受付時の衛生環境の確保、健康状態の確認（避難者の健康状態やケアの必要に応じて適切に

受入れを実施） 

 ・避難中の健康観察 

 ・避難所内の感染予防（１人あたり２㎡確保、簡易間仕切りの使用、手洗いの励行定期的な換

気の実施等） 

 ・避難所内で発熱、咳等の症状者が出現した場合の対応（避難所内の有症者専用スペースへの 

誘導や適切な医療措置の実施等） 

24



大分県地域強靱化計画　代表的な指標の進捗状況（資料１）
計画改訂時 目標値 現状値 R7達成

R5

（１）行政機能／警察・消防等

1
避難所における飲料水の備蓄目標を達成している市町村の割
合

％ 100 100 100 ☆ 100 100 100 100
生活環境部

（大分県長期総合計画）
2-3

2
避難所における携帯トイレ等の備蓄目標を達成している市町
村の割合

％ 22.2 55.5 55.5 ☆ 77.7 100 100 100
生活環境部

（大分県長期総合計画）
2-3

3
福祉避難所（福祉避難スペースを含む）を指定している小学
校区の割合

％ 95.1 100 94.7 ★ 100 100 100 100
福祉保健部

（大分県地域福祉基本計画）
2-3

4
指定避難所となっている県立学校体育館における築30年・60
年経過後5年以内の長寿命化実施（着工）率

％ 100 100 100 ☆ 100 100 100 100
教育庁

（大分県地域強靱化計画)
2-3

5 孤立集落対策訓練の実施回数 回/年 1 1 1 ☆ 1 1 1 1
生活環境部

（大分県地震・津波防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
2-6

6 大分県業務継続計画の見直し 回/年 1 1 1 ☆ 1 1 1 1
総務部

（大分県地域強靱化計画）
3-2

7 県と連携して防災訓練等を実施した防災関係機関の割合 ％ 75.5 100 74 100 100 100 100
生活環境部

（大分県長期総合計画）
3-2

8 警察署の浸水対策完了の割合 ％ 80 93.3 93.3 ☆ 93.3 93.3 100 100
警察本部

（大分県地域強靱化計画)
2-1,3-1

9
合同訓練､災害現場に即した環境での体系的･段階的な訓練の
実施

回/年 2 2 2 ☆ 2 2 2 2
警察本部

（大分県地域強靱化計画)
3-1

10 災害対処能力の向上にかかる職員の育成（資格の取得） 人 0 10 10 ☆ 15 20 25 30
警察本部

（大分県警察における災害警備活動に関
する規程の運用について）

1-2,2-1,4-2

11 自起動式発動発電機の整備台数 台 118 138 129 ★ 148 158 168 178
警察本部

（大分県地域強靱化計画)
3-1

12 可搬式発動発電機の整備台数 台 105 125 125 ☆ 135 145 155 165
警察本部

（大分県地域強靱化計画)
3-1

13 機能別消防団員導入市町村数 市町村 8 10 10 ☆ 11 12 13 14
生活環境部

（大分県地震・津波防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
2-1,6-3

（２）住宅・都市／環境

14 私立学校の耐震化率 ％ 96.9 100 98.56 ★ 100 100 100 100
総務部・福祉保健部

（大分県地域強靱化計画）
1-1

15 住宅耐震化率 ％ 84 92 88 ★ - - -
92

（R7）
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
1-1

16 特定建築物の耐震化率 ％ 90 97 91 ★ - - -
97

（R7）
土木建築部

（大分県耐震改修促進計画）
1-1

17 吊り天井耐震化された県有施設数 棟 10 11 11 ☆ - - - 11
土木建築部

（大分県地域防災計画）
1-1

18 都市内の街路整備延長 ㎞ 509 509 509 ☆ 511 513 515 515
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
1-2

19 上水道基幹管路耐震管延長 ㎞ 231 244 252 ☆ 245 249 253 257
生活環境部

（大分県地域強靱化計画）
2-4,5-4

20 (上水道)市町村のアセットマネジメント導入率 ％ 94 94 100 ☆ 100 - - 100
生活環境部

（大分県水道ビジョン）
2-4,5-4

21 原子力防災訓練の実施 回/年 1 1 1 ☆ 1 1 1 1
生活環境部

（大分県地域強靱化計画）
4-2

22
災害廃棄物研修における自治体職員及び関係団体等の参加者
数

人 - 36 33 ★ 37 38 39 40
生活環境部

（大分県地域強靱化計画）
6-4

23
文化財の保存・活用に関する市町村の地域計画の認定数（累
計）

市町村 3 5 7 ☆ 6 7 8 10
教育庁

（大分県長期教育計画）
6-6

（３）保健医療・福祉

24 社会福祉施設の耐震化率 ％ 98.3 98.7 98.3 ★ 99.1 99.6 100 100
福祉保健部

（大分県地域強靱化計画）
1-1

25
福祉避難所として指定されている医療機関や社会福祉施設等
のBCP策定率

％ 97.0 98.0 98.2 ☆ 98.5 99.0 99.5 100
福祉保健部

（大分県地域強靱化計画）
2-2

26 大分DMAT隊員登録者数 名 611 640 698 ☆ 660 680 690 700
福祉保健部

（大分県地域強靱化計画
2-2

27
多数の傷病者の受け入れを想定した災害実動訓練を実施した
災害拠点病院の割合

％ 93.0 93.0 100.0 ☆ 93.0 93.0 93.0 100
福祉保健部

（大分県地域強靱化計画）
2-2

28 災害時健康危機管理支援チームの体制整備･研修実施 回/年 1 1 1 ☆ 1 1 1 1
福祉保健部

（大分県地域強靱化計画）
2-3,2-7

29 新興感染症患者の受入病症 床 - 525 658 ☆ 525 525 525 525
福祉保健部

（大分県新長期総合計画）
2-7

30 PCR検査可能数 件/日 - 1,100 1,100 ☆ 1,100 1,100 1,100 1,100
福祉保健部

（大分県新長期総合計画）
2-7

31 感染管理認定看護師の資格取得者数 人 42 46 51 ☆ 48 50 52 54
福祉保健部

（大分県新長期総合計画）
2-7

起きてはならない
最悪の事態

（リスクシナリオ）
指標名 単位

所管部局
（所管部局の計画等）

R8 R9 R10R7 R7 ☆：達成（100％以上）

★：概ね達成（90％以上

100％未満）

R11

最終目標値等
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大分県地域強靱化計画　代表的な指標の進捗状況（資料１）
計画改訂時 目標値 現状値 R7達成

R5

起きてはならない
最悪の事態

（リスクシナリオ）
指標名 単位

所管部局
（所管部局の計画等）

R8 R9 R10R7 R7 ☆：達成（100％以上）

★：概ね達成（90％以上

100％未満）

R11

最終目標値等

（４）エネルギー／情報通信／産業構造

32 中小企業のBCPの策定割合 ％ 39 39.5 40.3 ☆ 40 40.5 41 41.5
商工観光労働部

（大分県地域強靱化計画）
4-1

33 大分港海岸保全施設整備進捗率 ％ 40 54.6 50.6 ★ 61.8 68.9 76.1 83.2
土木建築部

（大分県地域強靱化計画）
4-2

34 再生可能エネルギー供給量 TJ 58,664 62,412 66,218 ☆ 62,412 62,412 62,412
62412
（R7）

商工観光労働部
（大分県新ｴﾈﾙｷﾞｰﾋﾞｼﾞｮﾝ）

5-2,5-3

35 電気事業における既存施設（主な建物･水管橋）の耐震化率 ％ 95 95 95 ☆ - - -
95

(R7)
企業局

（大分県企業局経営戦略ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
5-2

36 電気事業における既存施設（水路工作物）の耐震照査率 ％ 90 95 95 ☆ - - -
95

(R7)
企業局

（大分県企業局経営戦略ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
5-2

37
工業用水道事業における既存施設（主な建物･水管橋･構築
物）の耐震化率

％ 76 76 76 ☆ - - -
76

（R7）
企業局

（大分県企業局経営戦略ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
5-4

38 給水ネットワークを活用した隧道点検率 ％ 80 80 80 ☆ - - -
80

（R7）
企業局

（大分県企業局経営戦略ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
5-4

39 県立高等学校土木建築系学科における県内建設業就職率 ％ 49.5 49.5 51.6 ☆ - - 50.0
50.0
(R10)

土木建築部
（おおいた土木未来プラン2024）

6-2

（５）交通・物流

40 無電柱推進計画（6～8期）における無電柱化整備率 ％ 14.0 37.2 26.4 41.8 51.7 65.9 71.7
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
（おおいたの道構想2024）

1-1,5-1

41 耐震強化岸壁の整備数 バース 4 5 5 ☆ 5 5 5 7
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
2-4,4-1,4-3

42 優先啓開ルート上の橋梁耐震化率 ％ 58.2 63.2 65.8 ☆ 65.8 67.0 69.6 71.5
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
（おおいたの道構想2024）

2-6,4-3,5-5

43 優先啓開ルート上における道路のり面の対策率 ％ 64 65 65 ☆ 65 66 69 72
土木建築部

（おおいたの道構想2024）
2-6,4-3,5-5

44
高規格道路の整備延長
（高速自動車国道を除く高規格道路）

㎞ 87 87 87 ☆ 87 88 93 93
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
（おおいたの道構想2024）

4-3

45
高規格道路の整備延長
（東九州自動車道４車線化）

㎞ 53 53 58 ☆ 58 64 67 67
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
（おおいたの道構想2024）

4-3

46 農道の整備延長 ㎞ 5,657 5,660 5,659 ★ 5,660 5,661 5,663 5,663
農林水産部

（農林水産業振興計画）
5-5

47 林道等の整備延長 ㎞ 2,630 2,654 2,653 ★ 2,666 2,678 2,690 2,702
農林水産部

（農林水産業振興計画）
4-5,5-5

（６）農林水産

48 山地災害危険地区の整備地区数 地区 2,228 2,252 2,252 ☆ 2,264 2,276 2,288 2,300
農林水産部

（農林水産業振興計画）
1-5,4-5

49 防災重点農業用ため池の改修箇所数 箇所 400 418 417 ★ 427 436 445 454
農林水産部

（農林水産業振興計画）
1-4,4-5

50 農業水利施設長寿命化計画の策定箇所数 箇所 296 298 296 ★ 300 304 308 308
農林水産部

（農林水産業振興計画）
4-4

51 県管理主要漁港施設の耐震・耐津波対策完了漁港数 漁港数 3 3 3 ☆ 4 4 4 4
農林水産部

（農林水産業振興計画）
4-4

52 多面的機能支払交付金の協定面積 ha 24,887 25,100 24,653 ★ 25,200 25,300 25,500 25,600
農林水産部

（農林水産業振興計画）
4-5

53 中山間直接支払制度の取組面積 ha 15,835 15,800 14,306 ★ 15,800 15,800 15,800 15,800
農林水産部

（農林水産業振興計画）
4-5

（７）国土保全

54 治水対策により浸水被害が軽減する地区数 地区 － 17 17 ☆ 20 26 36 44
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
1-4

55 内水ハザードマップを作成･公表した市町村の数 市町村 6 8 6 9 - - 9
土木建築部

（社会資本重点整備計画）
1-4

56 中小河川における洪水ハザードマップの作成市町数 市町 2 13 15 ☆ 16 17 － 17
土木建築部

（大分県地域強靱化計画）
1-4

57 海岸保全施設の整備延長（農林水産部所管） ㎞ 9.2 9.3 9.4 ☆ 9.4 9.6 9.9 10.1
農林水産部

（大分県地域強靱化計画）
1-3,1-4,4-2

58 海岸保全施設の整備延長（土木建築部所管） ㎞ 24.3 25.4 25.2 ★ 25.9 26.4 27.0 27.4
土木建築部

（大分県地域強靱化計画）
1-3,1-4,4-2

59 土砂災害のリスクが軽減される家屋数 戸 417 582 701 ☆ 666 712 825 1,220
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
1-5

60 土砂災害警戒区域指定率 ％ 86.4 89.8 90 ☆ 91.2 92.5 93.9 95.2
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
1-5

61 地籍調査済面積 ｋ㎡ 3,734 3,774 3,757 ★ 3,794 3,814 3,834 3,854
農林水産部

（農林水産業振興計画）
4-4,5-5,6-5
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大分県地域強靱化計画　代表的な指標の進捗状況（資料１）
計画改訂時 目標値 現状値 R7達成
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最終目標値等

（Ａ）リスクコミュニケーション(（※）)（情報の共有、訓練・啓発等）

62 県民安全･安心メール及び防災アプリ等の登録件数 件 196,151 216,000 279,225 ☆ 226,000 236,000 246,000 256,000
生活環境部

（大分県地震・津波防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ)
5-1

（Ｂ）地域の生活機能の維持・地域の活性化

63 自主防災組織率 ％ 97 100 97.8 ★ 100 100 100 100
生活環境部

（大分県地震・津波防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
6-3

64 自主防災組織避難訓練等実施率 ％ 69.9 90 88.2 ★ 90 90 90 90
生活環境部

（大分県地震・津波防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
6-3

65 自主防災組織避難訓練等実施率[津波浸水想定区域] ％ 83 100 89.1 100 100 100 100
生活環境部

（大分県地震・津波防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
6-3

66 自主防災組織等（住民30人以上）への防災士確保割合 ％ 81 100 82.5 100 100 100 100
生活環境部

（大分県地震・津波防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
6-3

（Ｃ）防災教育・人材育成

67
自主防災組織等(住民30人以上)における女性防災士の確保割
合

％ 25.6 28.4 30.7 ☆ 29.9 31.4 32.8 34.2
生活環境部

（大分県地震・津波防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
6-3

68 応急仮設住宅に関するマニュアルを用いた訓練の実施 回/年 1 1 1 ☆ 1 1 1 1
土木建築部・福祉保健部

（大分県地震・津波防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）
6-5

（Ｄ）老朽化対策

69
令和５年度までの点検で確認された早期対策が必要な橋梁の
対策率

％ 40.3 58.1 59.7 ☆ 74.3 82.2 100.0 100.0
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
（おおいたの道構想2024）

5-5

70
令和５年度までの点検で確認された早期対策が必要なトンネ
ルの対策率

％ 60.3 74.1 79.3 ☆ 86.2 93.1 100.0 100.0
土木建築部

（おおいた土木未来プラン2024）
（おおいたの道構想2024）

5-5

（Ｅ）デジタル活用

71 ICT建設機械等を活用し生産性が向上した工事件数の割合 ％ 16.4 23.4 24.1 ☆ 26.1 28.8 31.4
31.4
(R10)

土木建築部
（おおいた土木未来プラン2024）

6-2
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入

を
想

定
し
た
訓

練
を
実

施
す
る
。

総
務

部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

③
3
‐
2

6
‐
2

○
広

域
的

な
応

受
援

に
際

し
て
拠

点
と
な
る
広

域
防

災
拠

点
で
の

活
動

の
実

行
性

を
高

め
る
た
め

、
拠

点
の

立
ち
上

げ
訓

練
や

物
資

輸
送

等
の

訓
練

を
実

施
し
た
。

○
広

域
的

な
応

受
援

に
際

し
て
拠

点
と
な
る
広

域
防

災
拠

点
で
の

活
動

の
実

行
性

を
高

め
る
た
め

、
市

町
村

の
物

資
輸

送
拠

点
か

ら
末

端
の

避
難

所
ま
で
の

配
送

行
程

を
統

合
し
た
一

気
通

貫
型

の
訓

練
を
実

施
す
る
。

生
活

環
境

部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

④
3
‐
2

○
広

域
的

な
応

受
援

に
際

し
て
拠

点
と
な
る
広

域
防

災
拠

点
で
の

活
動

の
実

行
性

を
高

め
る
た
め

、
拠

点
の

立
ち
上

げ
訓

練
や

物
資

輸
送

等
の

訓
練

を
実

施
し
た
。

○
広

域
的

な
応

受
援

に
際

し
て
拠

点
と
な
る
広

域
防

災
拠

点
で
の

活
動

の
実

行
性

を
高

め
る
た
め

、
市

町
村

の
物

資
輸

送
拠

点
か

ら
末

端
の

避
難

所
ま
で
の

配
送

行
程

を
統

合
し
た
一

気
通

貫
型

の
訓

練
を
実

施
す
る
。

生
活

環
境

部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

④
1
-
1
、
1
-
2

〇
大

分
ス
ポ
ー
ツ
公

園
に
お
い
て
、
園

路
改

修
や

照
明

設
備

の
更

新
を
実

施
し
た
。

〇
広

域
防

災
拠

点
で
あ
る
大

分
ス
ポ
ー
ツ
公

園
の

公
園

施
設

の
改

築
・
更

新
を
進

め
る
。

土
木

建
築

部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

⑤
2
‐
6

〇
総

合
防

災
訓

練
（
実

動
）
は

、
大

分
市

佐
賀

関
火

災
対

応
の

た
め

実
施

を
見

送
っ
た
。
な
お
、
佐

賀
関

火
災

で
は

県
が

保
有

す
る
衛

星
通

信
機

器
を
避

難
所

に
設

置
し
、
避

難
所

の
環

境
改

善
に
貢

献
し
た
。

○
総

合
防

災
訓

練
（
図

上
・
実

動
）
に
お
い
て
、
関

係
機

関
と
の

連
携

に
よ
り
孤

立
を
想

定
し
た
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
物

資
輸

送
や

衛
星

通
信

機
器

を
活

用
し
た
訓

練
を
企

画
・
実

施
す
る
。

生
活

環
境

部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

⑥
3
‐
2

○
被

災
住

家
の

被
害

認
定

調
査

か
ら
罹

災
証

明
書

の
交

付
手

続
き
ま
で
が

迅
速

に
で
き
る
よ
う
、
市

町
村

が
使

用
す
る
被

災
者

支
援

シ
ス
テ
ム

の
更

新
、
機

能
改

善
等

を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
住

家
被

害
認

定
調

査
等

に
係

る
実

践
的

な
研

修
会

を
開

催
し
、
市

町
村

と
連

携
し
た
罹

災
証

明
交

付
体

制
の

充
実

を
図

っ
た
。

○
被

災
住

家
の

被
害

認
定

調
査

か
ら
罹

災
証

明
書

の
交

付
ま
で
が

迅
速

に
で
き
る
よ
う
、
市

町
村

が
使

用
す
る
被

災
者

支
援

シ
ス
テ
ム

の
更

新
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
住

家
被

害
認

定
調

査
等

に
係

る
実

践
的

な
研

修
会

を
開

催
し
、
罹

災
証

明
交

付
体

制
の

充
実

を
図

る
。

生
活

環
境

部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

⑦
5
‐
1

○
災

害
対

応
支

援
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
市

町
村

や
防

災
関

係
機

関
と
の

情
報

収
集

・
共

有
を
行

っ
た
。
ま

た
、
大

分
市

佐
賀

関
火

災
対

応
で
は

、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
熱

源
探

知
や

情
報

収
集

を
行

い
、
効

率
的

な
消

火
活

動
に
つ
な
げ

た
。

○
災

害
対

応
支

援
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
市

町
村

や
防

災
関

係
機

関
と
の

情
報

収
集

・
共

有
を
行

う
と
と
も

に
、
九

州
各

県
と
の

情
報

交
換

を
密

に
行

い
、
高

度
化

に
向

け
た
取

組
を
行

う
。

生
活

環
境

部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

⑧
2
-
3

〇
避

難
生

活
環

境
改

善
検

討
会

議
を
２
回

開
催

し
、
避

難
所

の
環

境
整

備
等

の
取

組
に
つ
い
て
の

議
論

や
、
1
1
月

に
発

生
し
た
佐

賀
関

火
災

の
振

り
返

り
等

を
実

施
し
た
。

〇
市

町
村

避
難

所
担

当
部

局
が

集
ま
る
避

難
生

活
環

境
改

善
検

討
会

議
を
通

じ
て
議

論
を
行

い
、
避

難
所

の
環

境
整

備
等

に
取

り
組

む
。
（
D
X
関

連
）

生
活

環
境

部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

⑨
2
-
3

6
-
2

〇
市

町
村

担
当

課
か

ら
の

推
薦

者
2
9
名

及
び
そ
の

他
市

町
村

等
出

席
者

1
1
名

の
計

4
0
名

が
1
0
/
2
5
、

1
0
/
2
6
の

基
礎

講
座

に
参

加
し
、
そ
の

う
ち
2
9
名

を
避

難
所

運
営

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
登

録
し
た
。

〇
大

分
市

佐
賀

関
の

大
規

模
火

災
に
対

す
る
派

遣
1
1
/
2
5
～

1
2
/
5
の

1
1
日

間
で
1
7
名

が
派

遣
さ
れ

た
。
1
/
2
7
に
活

動
報

告
会

を
行

っ
た
。

〇
避

難
生

活
環

境
改

善
検

討
会

議
で
の

周
知

や
各

市
町

村
へ

の
個

別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
改

定
を
行

う
よ
う
呼

び
か

け
た
。

〇
6
/
1
3
、
6
/
1
4
に
基

礎
講

座
を
実

施
予

定
。

〇
1
0
月

に
令

和
7
年

度
に
登

録
さ
れ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

座
を
実

施
予

定
。

〇
マ
ニ
ュ
ア
ル

改
訂

が
未

済
の

市
町

村
に
対

し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

会
議

等
を
通

じ
て
呼

び
か

け
を
行

う
。

生
活

環
境

部

⑤
部

局
名

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２
）

施
策

分
野

関
連

す
る
3
1
の

「
起

き
て
は

な
ら
な
い

最
悪

の
事

態
」
の

番
号

施
策

方
針

番
号

令
和

７
年

度
の

取
組

令
和

８
年

度
以

降
の

取
組

28



⑤
部

局
名

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２
）

施
策

分
野

関
連

す
る
3
1
の

「
起

き
て
は

な
ら
な
い

最
悪

の
事

態
」
の

番
号

施
策

方
針

番
号

令
和

７
年

度
の

取
組

令
和

８
年

度
以

降
の

取
組

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

⑩
2
-
3

〇
県

立
学

校
6
校

に
お
い
て
、
施

設
の

老
朽

化
対

策
と
し
て
の

大
規

模
改

修
工

事
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、

ト
イ
レ
の

洋
式

化
を
実

施
し
た
。
併

せ
て
、
避

難
所

の
環

境
改

善
を
目

的
に
、
2
2
校

に
空

調
設

備
を
整

備
し
た
。

〇
施

設
の

老
朽

化
対

策
と
し
て
の

大
規

模
改

修
工

事
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
の

洋
式

化
を
実

施
。

併
せ

て
、
避

難
所

の
環

境
改

善
を
目

的
に
、
避

難
所

と
な
っ
て
い
る
学

校
体

育
館

に
空

調
設

備
を
整

備
す

る
。

教
育

庁

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

⑪
2
-
3

〇
取

組
が

不
十

分
な
市

町
村

へ
県

社
会

福
祉

協
議

会
と
連

携
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、

平
時

か
ら
の

連
携

体
制

構
築

を
目

指
し
た
複

数
の

福
祉

避
難

所
に
よ
る
合

同
訓

練
を
支

援
し
た
。

〇
引

き
続

き
、
大

分
県

社
会

福
祉

協
議

会
と
連

携
し
て
、
市

町
村

や
福

祉
避

難
所

等
の

実
情

に
応

じ
た

取
組

を
検

討
・
支

援
す
る
。

福
祉

保
健

部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
行

政
機

能
】

⑫
2
-
3

○
佐

賀
関

大
規

模
火

災
に
お
い
て
、
大

分
県

生
活

衛
生

同
業

組
合

連
絡

協
議

会
と
連

携
し
、
被

災
者

向
け
の

宿
泊

施
設

の
調

整
を
行

っ
た
。

○
大

分
県

生
活

衛
生

同
業

組
合

連
絡

協
議

会
と
締

結
し
て
い
る
「
災

害
時

に
お
け
る
被

災
者

の
支

援
に

関
す
る
協

定
」
を
円

滑
に
運

用
す
る
た
め

、
情

報
共

有
等

の
連

携
に
取

り
組

む
。

生
活

環
境

部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
警

察
・
消

防
等

】
①

2
-
1
、
3
-
1

〇
大

分
中

央
警

察
署

の
電

気
設

備
の

浸
水

対
策

工
事

を
実

施
し
た
。
（
令

和
８
年

３
月

完
成

）
〇

庁
舎

の
建

替
時

又
は

電
気

設
備

の
更

新
時

に
、
上

層
階

へ
の

設
置

を
検

討
し
て
い
く
。

警
察

本
部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
警

察
・
消

防
等

】
②

1
-
2
、
2
-
1
、
3
-
1
、
4
-
2

〇
災

害
発

生
対

応
の

最
前

線
で
あ
る
警

察
署

に
対

し
、
技

能
指

導
官

(災
害

)に
よ
る
指

導
及

び
救

助
資

機
材

等
の

整
備

を
図

る
と
と
も
に
、
高

度
な
救

助
能

力
を
有

す
る
機

動
隊

等
に
よ
る
救

出
救

助
訓

練
等

を
実

施
し
た
。
ま
た
、
県

下
1
5
警

察
署

に
つ
い
て
は

、
災

害
対

策
に
か

か
る
１
週

間
の

入
校

教
養

（
災

害
警

備
専

科
）
を
実

施
し
、
対

処
能

力
の

強
化

を
図

る
と
と
も
に
、
各

市
町

村
が

開
催

す
る
合

同
訓

練
等

に
対

し
て
積

極
的

に
参

加
し
連

携
強

化
に
努

め
た
。

〇
計

画
的

な
装

備
資

機
材

の
整

備
及

び
災

害
対

応
能

力
に
優

れ
た
技

能
指

導
官

に
よ
る
指

導
を
継

続
し
、
災

害
救

助
等

の
対

処
能

力
向

上
を
図

る
。

○
県

下
1
5
警

察
署

か
ら
１
名

を
人

選
し
、
災

害
対

策
に
か

か
る
入

校
教

養
（
災

害
警

備
専

科
）
を
実

施
し
、

対
処

能
力

強
化

を
図

る
。

警
察

本
部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
警

察
・
消

防
等

】
②

1
-
2
、
2
-
1
、
3
-
1
、
4
-
2

〇
災

害
発

生
対

応
の

最
前

線
で
あ
る
警

察
署

に
対

し
、
技

能
指

導
官

(災
害

)に
よ
る
指

導
及

び
救

助
資

機
材

等
の

整
備

を
図

る
と
と
も
に
、
高

度
な
救

助
能

力
を
有

す
る
機

動
隊

等
に
よ
る
救

出
救

助
訓

練
等

を
実

施
し
た
。
ま
た
、
県

下
1
5
警

察
署

に
つ
い
て
は

、
災

害
対

策
に
か

か
る
１
週

間
の

入
校

教
養

（
災

害
警

備
専

科
）
を
実

施
し
、
対

処
能

力
の

強
化

を
図

る
と
と
も
に
、
各

市
町

村
が

開
催

す
る
合

同
訓

練
等

に
対

し
て
積

極
的

に
参

加
し
連

携
強

化
に
努

め
た
。

〇
計

画
的

な
装

備
資

機
材

の
整

備
及

び
災

害
対

応
能

力
に
優

れ
た
技

能
指

導
官

に
よ
る
指

導
を
継

続
し
、
災

害
救

助
等

の
対

処
能

力
向

上
を
図

る
。

○
県

下
1
5
警

察
署

か
ら
１
名

を
人

選
し
、
災

害
対

策
に
か

か
る
入

校
教

養
（
災

害
警

備
専

科
）
を
実

施
し
、

対
処

能
力

強
化

を
図

る
。

警
察

本
部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
警

察
・
消

防
等

】
③

1
-
2

〇
災

害
発

生
対

応
の

最
前

線
で
あ
る
警

察
署

に
対

し
、
技

能
指

導
官

(災
害

)及
び
高

度
な
救

助
能

力
を

有
す
る
機

動
隊

等
に
よ
る
救

出
救

助
訓

練
等

を
実

施
し
、
体

制
強

化
を
図

っ
た
。

○
災

害
発

生
時

の
災

害
対

策
本

部
の

指
揮

運
営

に
か

か
る
部

隊
を
編

成
し
、
指

揮
に
関

す
る
教

養
訓

練
を
継

続
的

に
実

施
し
、
発

災
時

の
指

揮
能

力
強

化
に
努

め
た
。

○
航

空
隊

の
装

備
資

機
材

の
更

新
を
行

い
、
効

果
的

な
ヘ
リ
運

用
を
図

っ
た
。

〇
災

害
発

生
対

応
の

最
前

線
で
あ
る
警

察
署

に
対

し
、
技

能
指

導
官

(災
害

)及
び
高

度
な
救

助
能

力
を

有
す
る
機

動
隊

等
に
よ
る
救

出
救

助
訓

練
等

を
実

施
し
、
継

続
的

に
体

制
強

化
を
図

る
。

○
災

害
発

生
時

の
災

害
対

策
本

部
の

指
揮

運
営

に
か

か
る
部

隊
を
編

成
し
、
指

揮
に
関

す
る
教

養
訓

練
を
継

続
的

に
実

施
し
、
発

災
時

の
指

揮
能

力
強

化
に
努

め
る
。

○
航

空
隊

の
装

備
資

機
材

の
更

新
を
行

い
、
効

果
的

な
ヘ
リ
運

用
を
図

る
。

警
察

本
部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
警

察
・
消

防
等

】
④

3
-
1

○
停

電
に
よ
る
信

号
機

の
停

止
が

原
因

で
発

生
す
る
交

通
渋

滞
、
交

通
事

故
を
回

避
す
る
た
め

、
自

起
動

式
発

動
発

電
機

及
び
可

搬
式

発
動

発
電

機
（
ポ
ー
タ
ブ
ル

電
源

を
含

む
）
を
計

画
的

に
整

備
し
た
。

○
停

電
に
よ
る
信

号
機

の
停

止
が

原
因

で
発

生
す
る
交

通
渋

滞
、
交

通
事

故
を
回

避
す
る
た
め

、
自

起
動

式
発

動
発

電
機

及
び
可

搬
式

発
動

発
電

機
（
ポ
ー
タ
ブ
ル

電
源

を
含

む
）
を
計

画
的

に
整

備
す
る
。

警
察

本
部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
警

察
・
消

防
等

】
④

3
-
1

○
停

電
に
よ
る
信

号
機

の
停

止
が

原
因

で
発

生
す
る
交

通
渋

滞
、
交

通
事

故
を
回

避
す
る
た
め

、
自

起
動

式
発

動
発

電
機

及
び
可

搬
式

発
動

発
電

機
（
ポ
ー
タ
ブ
ル

電
源

を
含

む
）
を
計

画
的

に
整

備
し
た
。

○
停

電
に
よ
る
信

号
機

の
停

止
が

原
因

で
発

生
す
る
交

通
渋

滞
、
交

通
事

故
を
回

避
す
る
た
め

、
自

起
動

式
発

動
発

電
機

及
び
可

搬
式

発
動

発
電

機
（
ポ
ー
タ
ブ
ル

電
源

を
含

む
）
を
計

画
的

に
整

備
す
る
。

警
察

本
部

(１
)行

政
機

能
／

警
察

・
消

防
等

【
警

察
・
消

防
等

】
⑤

2
‐
1

3
‐
2

〇
地

域
消

防
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
の

活
動

等
に
よ
る
啓

発
活

動
、
女

性
消

防
団

員
や

機
能

別
消

防
団

員
の

導
入

促
進

を
図

る
補

助
事

業
、
消

防
団

と
地

域
の

学
校

の
連

携
促

進
事

業
等

の
実

施
に
よ
り
消

防
団

へ
の

加
入

促
進

に
取

り
組

ん
だ
。
ま
た
、
消

防
学

校
で
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
中

心
に
消

防
職

員
、
消

防
団

員
の

現
場

対
応

力
向

上
等

を
図

る
た
め

の
教

育
や

、
1
1
月

の
佐

賀
関

の
大

規
模

火
災

の
対

応
に
当

た
っ
て
は

「
お
お
い
た
消

防
指

令
セ
ン
タ
ー
」
と
の

情
報

連
携

に
つ
い
て
も
取

り
組

ん
だ
。

〇
地

域
消

防
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
の

活
動

等
に
よ
る
啓

発
活

動
、
女

性
消

防
団

員
や

機
能

別
消

防
団

員
の

導
入

促
進

を
図

る
補

助
事

業
、
消

防
団

と
地

域
の

学
校

の
連

携
促

進
事

業
等

の
実

施
に
よ
り
消

防
団

へ
の

加
入

促
進

に
取

り
組

む
。
ま
た
、
消

防
職

員
、
消

防
団

員
の

現
場

対
応

力
向

上
等

を
図

る
た
め

の
教

育
や

大
規

模
災

害
等

へ
の

対
応

力
の

強
化

に
つ
な
が

る
「
お
お
い
た
消

防
指

令
セ
ン
タ
ー
」
と
の

情
報

連
携

に
引

き
続

き
取

り
組

む
。

生
活

環
境

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

①
1
-
1

○
防

災
拠

点
へ

の
ア
ク
セ
ス
強

化
の

た
め

、
都

市
の

骨
格

と
な
る
庄

の
原

佐
野

線
(下

郡
工

区
)等

の
県

内
の

街
路

整
備

を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
避

難
場

所
や

帰
宅

困
難

者
等

の
一

時
退

避
施

設
と
な
る
都

市
公

園
の

計
画

的
な
整

備
・
更

新
・
補

修
を
実

施
し
た
。

○
庄

の
原

佐
野

線
(下

郡
工

区
)等

の
都

市
の

骨
格

と
な
る
街

路
の

整
備

に
よ
る
防

災
拠

点
へ

の
ア
ク
セ

ス
強

化
及

び
避

難
場

所
や

帰
宅

困
難

者
等

の
一

時
退

避
施

設
と
な
る
都

市
公

園
の

計
画

的
な
整

備
・
更

新
・
補

修
を
継

続
す
る
。

土
木

建
築

部

29



⑤
部

局
名

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２
）

施
策

分
野

関
連

す
る
3
1
の

「
起

き
て
は

な
ら
な
い

最
悪

の
事

態
」
の

番
号

施
策

方
針

番
号

令
和

７
年

度
の

取
組

令
和

８
年

度
以

降
の

取
組

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

①
1
-
1
、
1
-
2
、
1
-
3

1
-
4
、
1
-
5
、
1
-
6

○
防

災
教

育
モ
デ

ル
実

践
事

業
で
は

、
教

科
横

断
的

な
防

災
教

育
の

実
践

や
地

域
の

災
害

リ
ス
ク
や

児
童

生
徒

の
実

態
に
即

し
た
避

難
訓

練
等

を
行

っ
た
。
防

災
の

専
門

家
を
派

遣
す

る
学

校
防

災
出

前
講

座
で
は

、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー

ク
を
通

し
た
安

全
マ
ッ
プ
作

り
や

、
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
作

成
等

を
行

い
、
防

災
意

識
の

向
上

を
図

っ
た
。
県

立
学

校
６
校

を
選

任
す

る
高

校
生

防
災

リ
ー

ダ
ー

養
成

事
業

で
は

、
、
大

分
大

学
と
連

携
し
、
大

学
生

の
サ

ポ
ー

ト
の

も
と
、
生

徒
の

主
体

性
を
促

す
防

災
教

育
を
推

進
し
た
。
大

分
大

学
で
の

６
校

合
同

の
集

合
研

修
で
は

、
地

震
体

験
等

の
先

端
技

術
の

体
験

や
座

談
会

を
通

し
た
各

校
の

意
見

交
換

な
ど
を
実

施
し
た
。
ま
た
各

校
独

自
で
ブ
ラ
イ
ン
ド
型

の
避

難
訓

練
や

近
隣

学
校

と
の

合
同

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開

催
し
、
主

体
的

な
活

動
に
取

り
組

ん
だ
。

○
地

域
の

災
害

リ
ス
ク
を
踏

ま
え
、
児

童
生

徒
が

よ
り
主

体
的

に
防

災
教

育
に
取

り
組

ん
で
い
け
る
よ
う

に
、
学

校
周

辺
の

フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
及

び
防

災
マ
ッ
プ
の

作
成

、
A
R
機

器
等

の
デ
ジ
タ
ル

技
術

を
活

用
し
た
体

験
的

な
学

習
等

を
通

じ
、
実

践
的

な
防

災
教

育
を
進

め
る
。
ま
た
防

災
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
実

践
を
通

し
て
、
系

統
的

・
横

断
的

に
防

災
教

育
を
進

め
る
。
ま
た
、
学

校
運

営
協

議
会

等
の

制
度

も
活

用
し
、
防

災
学

習
や

会
議

等
へ

の
参

加
な
ど
、
地

域
や

保
護

者
と
よ
り
一

層
連

携
し
た
取

組
を
推

進
す
る
。

こ
れ

ま
で
の

モ
デ
ル

事
業

で
得

ら
れ

た
好

事
例

を
モ
デ
ル

校
以

外
の

学
校

で
も
、
実

践
さ
れ

る
よ
う
Ｈ
Ｐ
等

で
情

報
提

供
を
行

う
。
ま
た
高

校
生

防
災

リ
ー
ダ
ー
養

成
事

業
に
お
い
て
県

内
大

学
と
連

携
し
、
よ
り
効

果
的

、
実

践
的

な
防

災
教

育
を
推

進
す
る
。

教
育

庁

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

②
1
-
2

○
防

災
拠

点
へ

の
ア
ク
セ
ス
強

化
の

た
め

、
都

市
の

骨
格

と
な
る
庄

の
原

佐
野

線
(下

郡
工

区
)等

の
県

内
の

街
路

整
備

を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
避

難
場

所
や

帰
宅

困
難

者
等

の
一

時
退

避
施

設
と
な
る
都

市
公

園
の

計
画

的
な
整

備
・
更

新
・
補

修
を
実

施
し
た
。

○
庄

の
原

佐
野

線
(下

郡
工

区
)等

の
都

市
の

骨
格

と
な
る
街

路
の

整
備

に
よ
る
防

災
拠

点
へ

の
ア
ク
セ

ス
強

化
及

び
避

難
場

所
や

帰
宅

困
難

者
等

の
一

時
退

避
施

設
と
な
る
都

市
公

園
の

計
画

的
な
整

備
・
更

新
・
補

修
を
継

続
す
る
。

土
木

建
築

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

②
2
-
5

〇
県

営
都

市
公

園
に
お
い
て
、
園

路
改

修
や

照
明

等
の

管
理

施
設

の
更

新
を
実

施
し
た
。

〇
県

営
都

市
公

園
に
お
い
て
、
公

園
施

設
の

改
築

・
更

新
を
進

め
る
。

土
木

建
築

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

③
1
-
1

〇
耐

震
化

未
済

の
事

業
者

に
対

し
て
、
補

助
制

度
と
そ
の

活
用

の
周

知
を
行

っ
た
。

〇
未

耐
震

化
施

設
の

耐
震

化
が

図
ら
れ

る
よ
う
、
耐

震
化

未
済

の
事

業
者

に
対

し
て
、
補

助
制

度
と
そ
の

活
用

に
つ
い
て
周

知
を
行

う
。

福
祉

保
健

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

③
1
‐
1

○
防

災
士

や
防

災
グ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
協

力
企

業
等

を
対

象
と
し
た
家

具
の

固
定

講
習

会
を
開

催
し
、
平

時
か

ら
の

家
庭

で
の

防
災

対
策

の
促

進
に
努

め
た
。

〇
防

災
グ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
や

家
具

の
固

定
講

習
会

な
ど
の

機
会

を
通

じ
、
家

具
の

固
定

等
の

平
時

に
行

う
家

庭
で
の

防
災

対
策

を
促

進
す
る
。

生
活

環
境

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

③
1
-
1

〇
耐

震
改

修
の

支
援

制
度

の
拡

充
や

耐
震

キ
ャ
ラ
バ

ン
等

に
よ
る
啓

発
活

動
を
実

施
し
た
。

〇
耐

震
改

修
の

支
援

制
度

を
設

け
つ
つ
県

民
へ

の
啓

発
、
周

知
等

の
活

動
を
実

施
す
る

土
木

建
築

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

④
5
-
4

〇
令

和
７
年

度
に
は

、
臼

杵
市

等
で
公

共
下

水
道

終
末

処
理

場
の

耐
震

化
工

事
を
実

施
す
る
な
ど
、
下

水
処

理
施

設
（
処

理
場

、
主

要
な
管

渠
等

）
の

地
震

対
策

・
耐

水
化

を
推

進
し
た
。
ま
た
佐

伯
市

等
に
お
い

て
集

落
排

水
施

設
（
処

理
場

、
主

要
な
管

渠
等

）
の

改
築

工
事

を
実

施
し
、
老

朽
化

対
策

を
推

進
し
た
。

〇
下

水
道

施
設

及
び
集

落
排

水
施

設
等

の
耐

震
化

・
耐

水
化

、
老

朽
化

対
策

を
促

進
す
る
。

土
木

建
築

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑤
5
-
4

○
浄

化
槽

管
理

台
帳

シ
ス
テ
ム

の
整

備
を
進

め
た
。

○
浄

化
槽

管
理

台
帳

シ
ス
テ
ム

の
整

備
を
進

め
る
。

土
木

建
築

部
生

活
環

境
部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑤
5
-
4

〇
浄

化
槽

に
つ
い
て
､老

朽
化

し
た
単

独
処

理
浄

化
槽

か
ら
災

害
に
強

い
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

を
促

進
す
る
た
め

、
浄

化
槽

を
転

換
し
た
住

民
に
補

助
を
行

う
と
と
も
に
、
当

該
制

度
を
周

知
す
る
た
め

地
域

の
イ
ベ
ン
ト
等

に
お
い
て
啓

発
活

動
を
実

施
し
た
。

〇
浄

化
槽

に
つ
い
て
､老

朽
化

し
た
単

独
処

理
浄

化
槽

か
ら
災

害
に
強

い
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

を
促

進
す
る
｡

土
木

建
築

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑥
5
-
4

○
水

道
施

設
の

耐
震

化
等

の
取

組
が

遅
れ

て
い
る
市

町
村

に
対

し
、
国

の
補

助
事

業
の

活
用

や
、
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

導
入

・
高

度
化

等
を
支

援
し
､水

道
施

設
の

耐
震

化
を
促

進
す
る
よ
う
指

導
し
た
｡

○
水

道
施

設
の

耐
震

化
等

の
取

組
が

遅
れ

て
い
る
市

町
村

に
対

し
、
国

の
補

助
事

業
の

活
用

や
、
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

導
入

・
高

度
化

等
を
支

援
し
､水

道
施

設
の

耐
震

化
を
促

進
す
る
｡

生
活

環
境

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑦
1
-
5

〇
R
7
.5
.1
に
県

内
全

域
に
盛

土
規

制
法

に
基

づ
く
規

制
区

域
の

指
定

を
行

っ
た
。
ま
た
、
盛

土
等

の
安

全
性

把
握

の
た
め

の
既

存
盛

土
分

布
調

査
と
応

急
対

策
の

必
要

性
判

断
を
行

っ
た
。

〇
盛

土
規

制
法

に
基

づ
く
規

制
区

域
の

見
直

し
や

盛
土

等
の

安
全

性
の

把
握

等
と
行

う
。

土
木

建
築

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑧
6
-
4

〇
各

市
町

村
の

災
害

廃
棄

物
処

理
準

備
体

制
に
関

す
る
自

己
点

検
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
自

己
点

検
で

見
直

し
・
改

善
・
対

策
が

必
要

と
な
っ
た
内

容
に
つ
い
て
、
書

面
で
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
を
実

施
す
る
こ

と
で
、
現

準
備

体
制

の
課

題
改

善
に
向

け
た
取

組
を
推

進
し
た
。

〇
昨

年
度

か
ら
引

き
続

き
自

己
点

検
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
準

備
体

制
が

不
十

分
な
市

町
村

に
対

す
る

仮
置

場
候

補
地

の
現

地
確

認
を
行

う
こ
と
で
、
市

町
村

が
迅

速
か

つ
円

滑
に
災

害
廃

棄
物

処
理

を
行

え
る
体

制
の

強
化

を
図

る
。
ま
た
、
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

で
構

成
さ
れ

る
一

般
社

団
法

人
産

業
資

源
循

環
協

会
に
本

業
務

を
委

託
す
る
こ
と
で
、
災

害
時

に
協

力
が

不
可

欠
な
本

協
会

と
市

町
村

の
連

携
強

化
を
推

進
す
る
。

生
活

環
境

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑨
6
-
5

○
応

急
仮

設
住

宅
建

設
候

補
地

台
帳

の
見

直
し
を
行

っ
た
。

〇
民

間
所

有
地

活
用

を
見

据
え
た
応

急
仮

設
住

宅
建

設
候

補
地

の
見

直
し
・
検

討
を
行

う
｡

土
木

建
築

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑩
4
-
2

○
大

分
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企

業
協

議
会

を
通

じ
て
企

業
間

の
連

携
を
図

り
、
国

の
事

業
を
活

用
し
、
施

設
の

耐
震

化
漂

流
物

防
止

対
策

、
事

故
発

生
を
想

定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整

備
更

新
等

の
取

組
を
実

施
し
た
。

○
引

き
続

き
、
大

分
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企

業
協

議
会

の
活

動
を
通

じ
て
設

備
耐

震
化

、
関

係
機

関
と
連

携
し

た
漂

流
物

防
止

対
策

、
事

故
発

生
を
想

定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整

備
更

新
に
取

り
組

む
。

商
工

観
光

労
働

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑩
4
-
2

○
農

業
用

施
設

（
暖

房
関

連
施

設
）
の

老
朽

化
等

に
よ
る
重

油
流

出
を
防

止
す
る
た
め

、
保

守
管

理
の

徹
底

の
注

意
喚

起
を
行

っ
た
。

○
有

害
物

質
の

大
規

模
拡

散
・
流

出
等

を
防

止
す
る
た
め

、
農

業
用

施
設

の
補

強
及

び
保

守
管

理
の

強
化

を
継

続
す
る
。

農
林

水
産

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑪
4
-
2

○
老

朽
化

し
た
休

廃
止

鉱
山

の
抗

廃
水

処
理

施
設

の
修

繕
等

を
計

画
的

に
実

施
し
た
。

引
き
続

き
、
老

朽
化

し
た
休

廃
止

鉱
山

の
坑

廃
水

処
理

施
設

の
修

繕
等

を
計

画
的

に
推

進
す
る
。

商
工

観
光

労
働

部

30



⑤
部

局
名

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２
）

施
策

分
野

関
連

す
る
3
1
の

「
起

き
て
は

な
ら
な
い

最
悪

の
事

態
」
の

番
号

施
策

方
針

番
号

令
和

７
年

度
の

取
組

令
和

８
年

度
以

降
の

取
組

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑫
4
-
2

○
原

子
力

災
害

が
発

生
し
た
場

合
に
備

え
、
国

や
愛

媛
県

等
、
関

係
機

関
と
の

プ
レ
訓

練
や

、
空

間
放

射
線

量
率

を
測

定
す
る
緊

急
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
訓

練
の

実
施

、
各

機
関

へ
の

情
報

伝
達

訓
練

を
行

っ
た
。

ま
た
、
佐

賀
関

大
規

模
火

災
対

応
の

た
め

、
愛

媛
県

か
ら
の

避
難

住
民

の
避

難
受

入
所

へ
の

誘
導

訓
練

は
中

止
と
な
っ
た
も
の

の
、
受

入
市

町
村

と
受

入
に
向

け
た
手

順
を
確

認
し
た
こ
と
で
、
習

熟
度

の
向

上
に

努
め

た
。

○
原

子
力

災
害

が
発

生
し
た
場

合
に
備

え
、
愛

媛
県

と
連

携
し
、
県

災
害

対
策

本
部

か
ら
各

機
関

へ
の

情
報

伝
達

訓
練

や
、
愛

媛
県

か
ら
の

避
難

住
民

の
避

難
受

入
所

へ
の

誘
導

訓
練

及
び
緊

急
時

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
訓

練
な
ど
を
実

施
す
る
。

生
活

環
境

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑬
2
‐
5

○
災

害
対

応
支

援
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
市

町
村

や
防

災
関

係
機

関
と
の

情
報

収
集

・
共

有
を
行

っ
た
。

○
県

や
市

町
村

の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等

通
じ
て
帰

宅
困

難
者

等
の

適
切

な
行

動
判

断
の

た
め

の
情

報
提

供
を
行

う
。

生
活

環
境

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑭
6
-
6

○
発

災
後

は
、
復

興
に
向

け
て
急

速
か

つ
膨

大
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
が

発
生

す
る
こ
と
に
よ
り
、
埋

蔵
文

化
財

調
査

や
文

化
財

の
緊

急
保

存
調

査
な
ど
の

調
査

業
務

が
予

測
さ
れ

る
。
そ
う
し
た
状

況
に
対

応
す
る

た
め

、
文

化
財

担
当

職
員

な
ど
、
専

門
職

員
の

確
保

を
進

め
た
。

○
発

災
後

は
、
復

興
に
向

け
て
急

速
か

つ
膨

大
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
が

発
生

す
る
こ
と
に
よ
り
、
埋

蔵
文

化
財

調
査

や
文

化
財

の
緊

急
保

存
調

査
な
ど
の

調
査

業
務

が
予

測
さ
れ

る
。
そ
う
し
た
状

況
に
対

応
す
る

た
め

、
文

化
財

担
当

の
専

門
職

員
の

確
保

を
要

請
し
て
い
く
。

教
育

庁

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑭
6
-
6

○
「
お
お
い
た
文

化
財

ず
か

ん
」
の

内
容

（
民

俗
文

化
財

や
古

墳
、
神

像
な
ど
）
を
更

新
し
、
文

化
財

の
記

録
保

存
を
進

め
る
こ
と
が

で
き
た
。

○
「
お
お
い
た
文

化
財

ず
か

ん
」
の

内
容

更
新

（
民

俗
文

化
財

、
有

形
文

化
財

な
ど
）
を
行

い
、
文

化
財

の
記

録
保

存
を
継

続
し
て
い
く
。

教
育

庁

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑮
6
-
1

〇
計

画
策

定
委

員
会

へ
参

加
し
、
国

の
交

付
金

等
を
活

用
し
て
市

町
村

支
援

を
行

っ
た
。

〇
計

画
の

早
期

策
定

に
向

け
て
引

き
続

き
支

援
を
行

う
。

土
木

建
築

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑯
6
-
1

〇
適

宜
市

町
村

と
情

報
共

有
を
行

い
、
国

の
交

付
金

等
を
活

用
し
て
市

町
村

支
援

を
行

っ
た
。

〇
計

画
の

早
期

策
定

・
改

定
に
向

け
て
引

き
続

き
支

援
を
行

う
。

土
木

建
築

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑱
6
-
4

〇
災

害
廃

棄
物

に
関

す
る
研

修
、
連

絡
会

議
等

を
通

し
て
各

自
治

体
、
支

援
組

織
と
の

広
域

連
携

を
推

進
し
た
。

〇
引

き
続

き
、
研

修
等

へ
の

参
加

及
び
開

催
を
通

じ
て
広

域
連

携
を
推

進
し
て
い
く
。

生
活

環
境

部

(２
)住

宅
・
都

市
／

環
境

⑲
4
-
5

6
-
6

〇
自

然
公

園
内

の
県

有
施

設
の

整
備

や
市

有
施

設
の

整
備

補
助

を
行

っ
た
。

〇
自

然
公

園
内

の
県

有
施

設
の

整
備

や
市

有
施

設
の

整
備

補
助

を
行

う
。

生
活

環
境

部

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
①

2
-
2

○
九

州
・
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
D
M
A
T
実

動
訓

練
を
本

県
で
開

催
し
、
各

県
や

医
療

機
関

等
と
の

連
携

強
化

を
図

っ
た
ほ

か
、
大

分
D
M
A
T
隊

員
養

成
研

修
の

実
施

等
に
よ
り
、
D
M
A
T
隊

員
の

養
成

を
行

っ
た
。

○
災

害
医

療
体

制
の

更
な
る
充

実
を
図

る
た
め

、
引

き
続

き
、
災

害
派

遣
医

療
チ
ー
ム

（
D
M
A
T
）
隊

員
の

養
成

を
行

う
と
と
も
に
、
訓

練
や

各
種

研
修

の
実

施
を
通

じ
て
、
連

携
強

化
及

び
現

隊
員

の
資

質
向

上
に

取
り
組

む
。

福
祉

保
健

部

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
②

2
-
2

○
災

害
拠

点
病

院
等

が
参

加
し
て
九

州
・
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
D
M
A
T
実

動
訓

練
を
実

施
し
、
多

数
傷

病
者

受
け
入

れ
等

を
想

定
し
た
訓

練
を
行

っ
た
。

○
災

害
拠

点
病

院
に
つ
い
て
、
防

災
・
減

災
機

能
の

強
化

や
B
C
P
の

適
宜

見
直

し
や

多
数

傷
病

者
の

受
入

れ
を
想

定
し
た
実

動
訓

練
の

実
施

を
通

じ
て
、
災

害
拠

点
病

院
の

機
能

強
化

を
図

る
。

福
祉

保
健

部

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
②

2
-
2

〇
院

内
に
お
い
て
、
地

震
発

生
を
想

定
し
、
災

害
対

策
本

部
の

運
営

、
各

病
棟

で
の

対
応

や
多

数
傷

病
者

の
受

け
入

れ
等

の
実

動
訓

練
を
実

施
し
て
災

害
対

応
能

力
を
向

上
し
た
。

〇
引

き
続

き
、
実

動
訓

練
や

机
上

訓
練

を
実

施
し
、
反

省
点

等
の

整
理

や
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改

訂
に
繋

げ
る

こ
と
で
、
災

害
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
。

病
院

局

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
③

1
-
1

○
耐

震
化

未
済

の
事

業
者

に
対

し
て
、
国

の
補

助
事

業
と
そ
の

活
用

の
周

知
を
図

っ
た
。

〇
未

耐
震

化
施

設
の

耐
震

化
が

図
ら
れ

る
よ
う
、
補

助
制

度
と
そ
の

活
用

の
周

知
を
行

う
と
と
も
に
、
防

災
・
減

災
機

能
の

強
化

や
訓

練
の

実
施

等
を
働

き
か

け
、
災

害
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
。

福
祉

保
健

部

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
③

1
-
1
、
1
-
2
、
2
-
2

〇
実

動
訓

練
の

反
省

点
等

を
踏

ま
え
、
B
C
P
お
よ
び
災

害
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見

直
し
を
実

施
し
た
。

〇
引

き
続

き
、
実

動
訓

練
や

机
上

訓
練

を
実

施
し
、
反

省
点

等
の

整
理

や
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改

訂
に
繋

げ
る

こ
と
で
、
災

害
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
。

病
院

局

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
④

2
-
7

〇
感

染
症

発
生

動
向

調
査

事
業

等
に
基

づ
き
、
感

染
症

の
流

行
状

況
を
分

析
し
、
適

宜
必

要
な
注

意
喚

起
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
感

染
対

策
に
有

効
な
予

防
接

種
を
促

進
し
た
。

〇
平

時
か

ら
感

染
症

の
流

行
状

況
の

把
握

と
迅

速
な
情

報
提

供
を
行

う
と
と
も
に
、
予

防
接

種
を
促

進
す

る
。
大

規
模

自
然

災
害

発
生

時
に
は

、
こ
れ

に
加

え
て
、
公

衆
衛

生
活

動
を
迅

速
か

つ
的

確
に
実

施
す
る

た
め

の
取

組
を
促

進
す
る
。

福
祉

保
健

部

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
⑤

2
-
2

○
国

の
B
C
P
策

定
研

修
へ

の
参

加
を
促

し
、
B
C
P
策

定
の

ス
キ
ル

や
ノ
ウ
ハ

ウ
の

習
得

を
図

っ
た
。

〇
医

療
・
社

会
福

祉
施

設
に
つ
い
て
、
B
C
P
の

策
定

等
に
よ
り
防

災
・
減

災
機

能
を
強

化
し
、
事

業
継

続
性

を
確

保
す
る
。

福
祉

保
健

部

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
⑥

2
-
2

○
九

州
・
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
D
M
A
T
実

動
訓

練
や

D
M
A
T
指

定
医

療
機

関
に
よ
る
訓

練
を
実

施
し
た
ほ

か
、
災

害
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研

修
な
ど
に
よ
り
、
連

携
強

化
を
図

っ
た
。

○
医

療
機

関
に
お
い
て
、
継

続
し
て
訓

練
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
災

害
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ

の
研

修
等

を
通

じ
た
連

携
強

化
を
図

る
。

福
祉

保
健

部

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
⑦

2
-
3

〇
災

害
時

に
お
け
る
社

会
福

祉
施

設
入

所
者

の
転

所
に
つ
い
て
は

、
調

整
の

主
体

で
あ
る
大

分
県

社
会

福
祉

協
議

会
と
平

時
か

ら
協

議
を
重

ね
体

制
を
構

築
し
た
。

〇
災

害
時

に
お
け
る
社

会
福

祉
施

設
入

所
者

の
転

所
に
つ
い
て
は

、
引

き
続

き
調

整
の

主
体

で
あ
る
大

分
県

社
会

福
祉

協
議

会
と
平

時
か

ら
協

議
を
重

ね
体

制
を
構

築
す
る
。

福
祉

保
健

部

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
⑧

1
-
2
、
2
-
1

○
九

州
・
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
D
M
A
T
実

動
訓

練
を
本

県
で
開

催
し
、
各

県
や

医
療

機
関

等
と
の

連
携

強
化

を
図

っ
た
ほ

か
、
大

分
D
M
A
T
隊

員
養

成
研

修
の

実
施

等
に
よ
り
、
D
M
A
T
隊

員
の

養
成

を
行

っ
た
。

○
災

害
医

療
体

制
の

更
な
る
充

実
を
図

る
た
め

、
引

き
続

き
、
災

害
派

遣
医

療
チ
ー
ム

（
D
M
A
T
）
隊

員
の

養
成

を
行

う
と
と
も
に
、
訓

練
や

各
種

研
修

の
実

施
を
通

じ
て
、
連

携
強

化
及

び
現

隊
員

の
資

質
向

上
に

取
り
組

む
。

福
祉

保
健

部

31



⑤
部

局
名

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２
）

施
策

分
野

関
連

す
る
3
1
の

「
起

き
て
は

な
ら
な
い

最
悪

の
事

態
」
の

番
号

施
策

方
針

番
号

令
和

７
年

度
の

取
組

令
和

８
年

度
以

降
の

取
組

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
⑨

2
-
7

〇
大

規
模

災
害

発
生

時
に
お
け
る
被

災
都

道
府

県
保

健
医

療
福

祉
調

整
本

部
及

び
保

健
所

に
お
け
る

指
揮

調
整

機
能

を
習

得
し
、
D
H
E
A
T
と
し
て
活

動
で
き
る
人

材
を
養

成
す
る
こ
と
を
目

的
に
研

修
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
D
H
E
A
T
の

派
遣

に
係

る
体

制
整

備
･強

化
を
図

っ
た
。

〇
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
研

修
を
実

施
し
、
被

災
地

で
地

区
災

害
対

策
本

部
保

健
所

班
が

行
う
公

衆
衛

生
活

動
を
支

援
す
る
災

害
時

健
康

危
機

管
理

支
援

チ
ー
ム

（
D
H
E
A
T
）
の

派
遣

に
係

る
体

制
整

備
･強

化
を
図

る
。

福
祉

保
健

部

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
⑩

2
-
3

○
会

議
の

開
催

や
複

数
の

福
祉

避
難

所
に
よ
る
合

同
訓

練
の

支
援

な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
向

け
た

取
組

を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
佐

賀
関

大
規

模
火

災
に
お
い
て
D
W
A
T
の

活
動

を
支

援
し
た
。

○
引

き
続

き
、
災

害
福

祉
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

・
充

実
を
図

る
と
と
も
に
、
D
W
A
T
派

遣
体

制
の

整
備

や
強

化
に
取

り
組

む
。

福
祉

保
健

部

(３
)保

健
医

療
・
福

祉
⑪

2
-
3

１
０
月

に
D
P
A
T
事

務
局

が
主

催
す
る
日

本
D
P
A
T
研

修
が

行
わ

れ
、
新

た
に
５
名

の
日

本
D
P
A
T
隊

員
が

登
録

さ
れ

た
。
ま
た
、
１
１
月

に
九

州
・
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
D
M
A
T
実

働
訓

練
が

行
わ

れ
、
延

べ
２
５
名

が
参

加
し
、
２
月

に
大

分
県

精
神

科
病

院
協

会
が

主
催

す
る
災

害
拠

点
精

神
科

病
院

の
訓

練
が

行
わ

れ
た
。

〇
被

災
地

の
精

神
保

健
福

祉
を
支

え
る
災

害
派

遣
精

神
医

療
チ
ー
ム

(D
P
A
T
)を

担
う
人

材
を
養

成
す
る

た
め

、
県

が
主

催
す
る
D
P
A
T
隊

員
養

成
研

修
で
養

成
を
行

う
ほ

か
、
D
P
A
T
事

務
局

が
主

催
す
る
日

本
D
P
A
T
研

修
等

の
参

加
を
促

進
す
る
。

福
祉

保
健

部

(４
)エ

ネ
ル

ギ
ー
／

情
報

通
信

／
産

業
構

造
【
エ
ネ
ル

ギ
ー
】

①
4
-
1

〇
「
大

分
県

エ
ネ
ル

ギ
ー
産

業
企

業
会

」
を
中

心
に
、
研

究
開

発
、
人

材
育

成
、
販

路
開

拓
及

び
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー
の

利
活

用
拡

大
に
向

け
た
取

組
を
実

施
し
た
。

○
引

き
続

き
、
「
大

分
県

エ
ネ
ル

ギ
ー
産

業
企

業
会

」
を
中

心
に
、
研

究
開

発
、
人

材
育

成
、
販

路
開

拓
及

び
水

素
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

利
活

用
拡

大
に
向

け
た
取

組
を
推

進
す
る
。

商
工

観
光

労
働

部

(４
)エ

ネ
ル

ギ
ー
／

情
報

通
信

／
産

業
構

造
【
エ
ネ
ル

ギ
ー
】

②
4
-
2
、
5
-
3

○
大

分
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企

業
協

議
会

の
各

活
動

を
通

じ
た
強

靱
化

と
競

争
力

強
化

に
つ
い
て
の

勉
強

会
の

実
施

、
B
C
P
及

び
国

施
策

の
情

報
共

有
等

を
図

っ
た
。

○
引

き
続

き
、
大

分
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企

業
協

議
会

の
活

動
を
通

じ
て
勉

強
会

の
実

施
、
企

業
が

連
携

し
た

B
C
P
の

策
定

及
び
国

施
策

の
情

報
共

有
等

を
図

り
､強

靱
化

と
競

争
力

強
化

を
図

る
。

商
工

観
光

労
働

部

(４
)エ

ネ
ル

ギ
ー
／

情
報

通
信

／
産

業
構

造
【
エ
ネ
ル

ギ
ー
】

②
4
-
1
、
4
-
2
、
4
-
3
、

5
-
2
、
5
-
5

〇
重

要
港

湾
5
港

に
お
い
て
情

報
伝

達
訓

練
を
実

施
し
、
訓

練
内

容
に
つ
い
て
意

見
照

会
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

を
実

施
し
た
。

〇
物

流
の

拠
点

と
な
る
重

要
港

湾
に
つ
い
て
、
情

報
伝

達
訓

練
を
実

施
し
、
被

災
時

の
最

低
限

の
港

湾
機

能
（
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
）
の

維
持

を
定

め
た
港

湾
B
C
P
の

見
直

し
の

要
否

に
つ
い
て
確

認
す
る
。

土
木

建
築

部

(４
)エ

ネ
ル

ギ
ー
／

情
報

通
信

／
産

業
構

造
【
エ
ネ
ル

ギ
ー
】

③
4
‐
2

〇
防

災
週

間
を
中

心
に
大

分
地

区
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

特
別

防
災

区
域

協
議

会
の

各
事

業
所

で
の

地
震

・
津

波
想

定
避

難
訓

練
を
行

っ
た
。

〇
緊

急
消

防
援

助
隊

九
州

ブ
ロ
ッ
ク
合

同
訓

練
の

サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
と
し
て
、
大

分
地

区
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
等

特
別

防
災

区
域

総
合

防
災

訓
練

を
実

施
し
た
。

〇
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

特
別

防
災

区
域

の
防

災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
着

手
し
た
。

〇
防

災
週

間
に
大

分
地

区
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

特
別

防
災

区
域

協
議

会
の

各
事

業
所

で
の

地
震

・
津

波
想

定
避

難
訓

練
を
行

う
。

〇
大

分
県

石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

防
災

本
部

主
催

に
よ
る
大

分
地

区
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

特
別

防
災

区
域

総
合

防
災

訓
練

を
実

施
す
る
。

〇
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

特
別

防
災

区
域

の
防

災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
完

了
す
る
と
と
も
に
、
防

災
計

画
の

見
直

し
に
着

手
す
る
。

生
活

環
境

部

(４
)エ

ネ
ル

ギ
ー
／

情
報

通
信

／
産

業
構

造
【
エ
ネ
ル

ギ
ー
】

③
4
-
2
、
5
-
3

○
大

分
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企

業
協

議
会

の
各

活
動

を
通

じ
て
、
国

施
策

等
の

情
報

共
有

を
実

施
す
る
と
と
も

に
、
企

業
間

連
携

を
図

り
な
が

ら
、
国

事
業

を
活

用
し
た
施

設
の

耐
震

化
及

び
地

震
・
津

波
対

策
の

推
進

に
取

り
組

ん
だ
。

○
引

き
続

き
、
大

分
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企

業
協

議
会

の
各

種
活

動
を
通

じ
て
、
企

業
間

連
携

を
図

り
な
が

ら
国

事
業

を
活

用
し
た
各

種
設

備
の

耐
震

化
保

安
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
国

、
民

間
等

と
連

携
し
地

震
津

波
対

策
を
推

進
す
る
。

商
工

観
光

労
働

部

(４
)エ

ネ
ル

ギ
ー
／

情
報

通
信

／
産

業
構

造
【
情

報
通

信
】

①
5
-
1

〇
県

内
在

住
外

国
人

や
そ
の

関
係

者
な
ど
に
「
お
お
い
た
防

災
ア
プ
リ
」
の

周
知

を
図

る
と
と
も
に
、
多

言
語

情
報

セ
ン
タ
ー
で
の

相
談

対
応

体
制

、
S
N
S
で
の

情
報

発
信

体
制

の
充

実
等

を
図

っ
た
。

〇
外

国
人

向
け
情

報
サ

イ
ト
を
通

じ
た
「
お
お
い
た
防

災
ア
プ
リ
」
の

周
知

や
災

害
情

報
の

発
信

を
行

う
こ

と
で
情

報
発

信
体

制
の

充
実

を
図

る
。

企
画

振
興

部

(４
)エ

ネ
ル

ギ
ー
／

情
報

通
信

／
産

業
構

造
【
情

報
通

信
】

②
5
-
1

〇
1
1
月

～
2
月

の
期

間
で
業

者
に
委

託
し
、
県

全
域

の
伝

送
路

の
点

検
業

務
を
実

施
し
た
。
一

部
浸

食
等

に
よ
り
修

繕
等

を
実

施
し
た
が

、
通

信
に
異

常
は

な
か

っ
た
。

〇
8
年

度
も
7
年

度
同

様
に
点

検
を
実

施
し
つ
つ
、
老

朽
化

や
災

害
等

に
よ
る
傷

や
浸

食
な
ど
発

見
さ
れ

た
場

合
は

都
度

修
繕

し
対

応
す
る
。

総
務

部

(４
)エ

ネ
ル

ギ
ー
／

情
報

通
信

／
産

業
構

造
【
情

報
通

信
】

③
5
‐
1

〇
老

朽
化

し
た
機

器
・
設

備
を
計

画
的

に
更

新
す
る
と
と
も
に
機

能
強

化
・
強

靱
化

を
図

っ
た
。

〇
老

朽
化

し
た
機

器
・
設

備
を
計

画
的

に
更

新
す
る
と
と
も
に
機

能
強

化
・
強

靱
化

に
引

き
続

き
取

り
組

む
。

生
活

環
境

部

(４
)エ

ネ
ル

ギ
ー
／

情
報

通
信

／
産

業
構

造
【
産

業
構

造
】

①
4
-
1

〇
セ
ミ
ナ
ー
開

催
に
よ
り
、
企

業
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
に
関

す
る
意

識
へ

の
啓

発
を
行

っ
た

〇
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
す
る
に
あ
た
っ
て
の

課
題

で
あ
る
「
ノ
ウ
ハ

ウ
・
ス
キ
ル

の
不

足
」
を
補

う
た
め

、
策

定
支

援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

っ
た
。

〇
意

識
啓

発
を
目

的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や

ス
キ
ル

・
ノ
ウ
ハ

ウ
取

得
を
目

的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

、
中

小
企

業
の

B
C
P
策

定
に
繋

が
る
取

組
を
改

善
の

う
え
実

施
す
る
。

商
工

観
光

労
働

部

(４
)エ

ネ
ル

ギ
ー
／

情
報

通
信

／
産

業
構

造
【
産

業
構

造
】

①
4
-
4

○
大

規
模

自
然

災
害

の
発

生
時

を
想

定
し
た
、
食

料
等

の
供

給
・
確

保
に
関

し
て
研

修
会

や
会

議
等

で
、

供
給

元
で
あ
る
栽

培
施

設
の

補
強

、
保

守
管

理
の

強
化

を
推

進
し
た
。

○
大

規
模

自
然

災
害

の
発

生
時

を
想

定
し
た
、
食

料
等

の
供

給
・
確

保
に
関

し
て
、
供

給
元

で
あ
る
農

業
者

に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
や

栽
培

施
設

の
補

強
及

び
保

守
管

理
の

強
化

を
継

続
す
る
。

農
林

水
産

部

(５
)交

通
・
物

流
①

4
-
3

〇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
地

域
別

説
明

会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
に
よ
り
、
広

域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

効
果

等
の

理
解

促
進

が
図

ら
れ

た
。

〇
東

九
州

新
幹

線
で
は

、
整

備
計

画
路

線
へ

の
格

上
げ

に
向

け
、
大

分
県

か
ら
各

県
・
団

体
に
呼

び
か

け
て
、
「
基

本
計

画
路

線
全

国
総

決
起

大
会

」
を
東

京
都

内
で
開

催
し
、
全

国
的

な
機

運
を
高

め
た
。

〇
豊

予
海

峡
ル

ー
ト
で
は

、
道

路
ト
ン
ネ
ル

に
お
け
る
工

法
検

討
や

概
算

事
業

費
算

出
な
ど
、
技

術
的

な
課

題
の

検
証

が
進

ん
だ
。

〇
「
基

本
計

画
路

線
全

国
総

決
起

大
会

」
を
継

続
し
て
開

催
し
、
関

係
県

・
団

体
と
さ
ら
な
る
連

携
強

化
を

図
る
。
ま
た
、
若

い
世

代
の

認
知

度
向

上
に
向

け
、
県

内
各

地
の

イ
ベ
ン
ト
へ

積
極

的
に
出

展
す
る
ほ

か
、
市

町
村

と
連

携
し
た
広

報
活

動
を
強

化
し
、
整

備
効

果
等

の
理

解
促

進
を
図

る
。

企
画

振
興

部
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⑤
部

局
名

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２
）

施
策

分
野

関
連

す
る
3
1
の

「
起

き
て
は

な
ら
な
い

最
悪

の
事

態
」
の

番
号

施
策

方
針

番
号

令
和

７
年

度
の

取
組

令
和

８
年

度
以

降
の

取
組

(５
)交

通
・
物

流
①

2
-
2
、
2
-
4
、
4
-
3

○
東

九
州

自
動

車
道

に
残

る
2
車

線
区

間
の

4
車

線
化

に
向

け
て
、
N
E
X
C
O
西

日
本

と
の

連
携

強
化

に
む

け
た
取

組
を
推

進
し
た
。

〇
中

九
州

横
断

道
路

の
整

備
中

区
間

（
竹

田
阿

蘇
道

路
）
の

事
業

を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
調

査
中

区
間

（
大

分
～

犬
飼

間
）
の

都
市

計
画

素
案

の
縦

覧
、
環

境
影

響
評

価
の

調
査

を
実

施
し
た
。

〇
中

津
日

田
道

路
の

整
備

中
区

間
（
日

田
山

国
道

路
、
耶

馬
溪

山
国

道
路

、
三

光
本

耶
馬

渓
道

路
）
の

事
業

を
推

進
し
た
。

○
東

九
州

自
動

車
道

に
残

る
2
車

線
区

間
の

4
車

線
化

に
向

け
て
、
N
E
X
C
O
西

日
本

と
の

連
携

強
化

に
む

け
た
取

組
を
推

進
す
る
。

〇
中

九
州

横
断

道
路

の
整

備
中

区
間

(竹
田

阿
蘇

道
路

)の
事

業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
調

査
中

区
間

（
大

分
～

犬
飼

間
）
の

早
期

事
業

化
に
取

り
組

む
。

〇
中

津
日

田
道

路
の

整
備

中
区

間
（
日

田
山

国
道

路
、
耶

馬
溪

山
国

道
路

、
三

光
本

耶
馬

渓
道

路
）
の

事
業

を
推

進
す
る
。

土
木

建
築

部

(５
)交

通
・
物

流
②

2
-
2
、
2
-
4
、
4
-
3

〇
栃

野
西

大
山

線
（
中

津
江

工
区

）
な
ど
の

供
用

開
始

に
よ
り
、
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化

を
推

進
し

た
。

〇
国

道
２
１
７
号

（
戸

穴
B
P
）
、
三

重
新

殿
線

（
牟

礼
前

田
工

区
）
等

、
国

・
県

道
の

整
備

を
推

進
す
る
。

土
木

建
築

部

(５
)交

通
・
物

流
③

5
-
5

○
農

産
物

流
通

の
合

理
化

、
地

域
間

交
流

及
び
生

活
環

境
の

改
善

を
図

る
た
め

、
農

道
及

び
林

道
の

整
備

を
実

施
し
た
。

○
農

産
物

流
通

の
合

理
化

、
地

域
間

交
流

及
び
生

活
環

境
の

改
善

を
図

る
た
め

、
農

道
及

び
林

道
の

整
備

を
継

続
す
る
。

農
林

水
産

部

(５
)交

通
・
物

流
③

2
-
6
、
4
-
5
、
5
-
5

〇
林

道
の

開
設

,、
改

良
工

事
の

推
進

を
行

っ
た
。

〇
市

町
村

に
指

導
を
行

い
管

理
す
る
林

道
台

帳
の

整
備

及
び
路

網
図

の
更

新
を
行

っ
た
。

〇
林

道
の

開
設

、
改

良
工

事
を
推

進
す
る
。

〇
市

町
村

が
管

理
す
る
林

道
台

帳
の

整
備

指
導

及
び
路

線
図

の
更

新
を
行

う
。

農
林

水
産

部

(５
)交

通
・
物

流
④

4
-
4

〇
佐

賀
関

漁
港

、
松

浦
漁

港
に
お
い
て
、
漁

業
地

域
B
C
P
に
緊

急
物

資
輸

送
に
関

す
る
計

画
を
追

加
、

策
定

し
た
。

〇
協

議
会

の
開

催
や

事
前

対
策

の
実

施
や

教
育

・
訓

練
、
定

期
的

な
計

画
見

直
し
を
実

施
す
る
等

、
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル

に
よ
り
継

続
的

に
B
C
P
を
改

善
し
、
実

効
性

を
高

め
る
。

農
林

水
産

部

(５
)交

通
・
物

流
④

1
-
1
、
5
-
1

〇
大

規
模

災
害

時
の

電
柱

倒
壊

を
防

ぐ
た
め

、
国

道
4
4
2
号

（
宗

方
工

区
）
で
無

電
柱

化
に
向

け
た
電

線
共

同
溝

設
置

工
事

を
実

施
し
た
。

〇
災

害
発

生
時

に
お
け
る
支

援
物

資
物

流
を
確

保
す
る
た
め

、
国

道
5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど
で
無

電
柱

を
着

実
に
推

進
す
る
。

土
木

建
築

部

(５
)交

通
・
物

流
④

2
-
6
、
4
-
3
、
5
-
5

〇
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト
を
確

保
す
る
た
め

、
優

先
啓

開
ル

ー
ト
上

の
橋

梁
に
お
い
て
、
糸

原
杵

築
線

の
鴨

川
大

橋
な
ど
で
耐

震
補

強
工

事
を
実

施
し
た
。

〇
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト
を
確

保
す
る
た
め

、
優

先
啓

開
ル

ー
ト
上

の
橋

梁
に
お
い
て
、
糸

原
杵

築
線

の
鴨

川
大

橋
な
ど
で
耐

震
補

強
工

事
を
推

進
す
る
。

土
木

建
築

部

(５
)交

通
・
物

流
④

2
-
6
、
4
-
3
、
5
-
5

〇
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト
を
確

保
す
る
た
め

、
優

先
啓

開
ル

ー
ト
上

の
道

路
の

り
面

の
対

策
に
お
い
て
、
一

般
国

道
2
1
2
号

な
ど
で
の

り
面

対
策

工
事

を
実

施
し
た
。

〇
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト
を
確

保
す
る
た
め

、
優

先
啓

開
ル

ー
ト
上

の
道

路
の

り
面

の
対

策
に
お
い
て
、
一

般
国

道
2
1
2
号

な
ど
で
の

り
面

対
策

工
事

を
推

進
す
る
。

土
木

建
築

部

(５
)交

通
・
物

流
④

2
-
4
、
4
-
1
、
4
-
3

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト
を
確

保
す
る
た
め

、
別

府
港

、
佐

伯
港

に
お
い
て
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

を
推

進
し
た
。

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト
を
確

保
す
る
た
め

、
大

分
港

、
別

府
港

、
臼

杵
港

、
佐

伯
港

に
お
い

て
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

を
推

進
す
る
。

土
木

建
築

部

(５
)交

通
・
物

流
⑤

2
-
4
、
4
-
1
、
4
-
3

〇
海

岸
保

全
施

設
（
大

分
港

海
岸

、
国

東
港

海
岸

、
守

江
港

海
岸

）
の

津
波

対
策

を
推

進
し
た
。

〇
海

岸
保

全
施

設
（
大

分
港

海
岸

、
国

東
港

海
岸

、
守

江
港

海
岸

）
の

津
波

対
策

を
推

進
す
る
。

土
木

建
築

部

(５
)交

通
・
物

流
⑦

2
-
4

〇
協

定
企

業
全

2
4
社

の
緊

急
連

絡
先

の
更

新
等

を
行

う
と
と
も
に
、
1
4
社

に
つ
い
て
再

締
結

（
期

限
延

長
）
を
実

施
。
ま
た
、
追

加
締

結
に
向

け
、
1
社

と
協

議
中

〇
継

続
し
て
い
る
１
社

と
協

議
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
4
社

と
再

締
結

予
定

商
工

観
光

労
働

部

(５
)交

通
・
物

流
⑧

6
-
2

〇
｢九

州
･山

口
9
県

災
害

時
応

援
協

定
｣に

基
づ
き
合

同
訓

練
を
行

い
、
広

域
応

援
体

制
の

認
識

・
共

有
を
図

っ
た
。

〇
｢九

州
･山

口
9
県

災
害

時
応

援
協

定
｣に

基
づ
き
合

同
訓

練
を
行

い
、
広

域
応

援
体

制
の

認
識

・
共

有
を
図

る
。

生
活

環
境

部

(５
)交

通
・
物

流
⑨

2
-
4
、
4
-
1
、
4
-
3

〇
重

要
港

湾
5
港

に
お
い
て
情

報
伝

達
訓

練
を
実

施
し
、
訓

練
内

容
に
つ
い
て
意

見
照

会
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

を
実

施
し
た
。

〇
物

流
の

拠
点

と
な
る
重

要
港

湾
に
つ
い
て
、
情

報
伝

達
訓

練
を
実

施
し
、
被

災
時

の
最

低
限

の
港

湾
機

能
（
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
）
の

維
持

を
定

め
た
港

湾
B
C
P
の

見
直

し
の

要
否

に
つ
い
て
確

認
す
る
。

土
木

建
築

部

(５
)交

通
・
物

流
⑩

4
-
1

〇
セ
ミ
ナ
ー
開

催
に
よ
り
、
企

業
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
に
関

す
る
意

識
へ

の
啓

発
を
行

っ
た

〇
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
す
る
に
あ
た
っ
て
の

課
題

で
あ
る
「
ノ
ウ
ハ

ウ
・
ス
キ
ル

の
不

足
」
を
補

う
た
め

、
策

定
支

援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

っ
た
。

〇
意

識
啓

発
を
目

的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や

ス
キ
ル

・
ノ
ウ
ハ

ウ
取

得
を
目

的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

、
中

小
企

業
の

B
C
P
策

定
に
繋

が
る
取

組
を
改

善
の

う
え
実

施
す
る
。

商
工

観
光

労
働

部

(６
)農

林
水

産
①

4
-
4

○
年

度
当

初
に
災

害
応

急
時

に
食

料
や

飲
料

の
提

供
が

円
滑

に
受

け
ら
れ

る
よ
う
、
連

絡
先

リ
ス
ト
や

、
有

事
の

際
の

対
応

に
つ
い
て
の

確
認

し
た
。

○
民

間
団

体
と
の

連
携

協
定

の
も
と
、
災

害
応

急
時

に
食

料
や

飲
料

の
提

供
が

円
滑

に
受

け
ら
れ

る
よ

う
、
連

絡
先

リ
ス
ト
や

、
有

事
の

際
の

対
応

に
つ
い
て
の

確
認

を
継

続
す
る
。

農
林

水
産

部

(６
)農

林
水

産
①

6
-
3

○
R
7
年

8
月

の
大

雨
に
よ
る
農

作
物

や
農

業
用

施
設

の
被

災
状

況
を
速

や
か

に
関

係
機

関
と
共

有
。

誤
っ
た
情

報
が

市
場

や
消

費
地

に
伝

わ
ら
な
い
よ
う
注

意
喚

起
し
た
。

○
農

作
物

に
関

す
る
正

し
い
情

報
を
発

信
す
る
た
め

、
関

係
団

体
と
情

報
共

有
し
、
引

き
続

き
連

携
を
図

る
。

農
林

水
産

部

(６
)農

林
水

産
②

1
-
4
、
4
-
4

○
機

能
保

全
計

画
を
基

に
、
農

業
用

ダ
ム

等
の

農
業

水
利

施
設

の
更

新
や

長
寿

命
化

対
策

を
強

化
し
、

対
策

工
事

を
実

施
し
た
。

○
機

能
保

全
計

画
を
基

に
、
農

業
用

ダ
ム

等
の

農
業

水
利

施
設

の
更

新
や

長
寿

命
化

対
策

を
強

化
し
、

対
策

工
事

を
実

施
す
る
。

農
林

水
産

部

(６
)農

林
水

産
③

4
-
5

〇
農

業
・
農

村
が

有
す
る
多

面
的

機
能

の
維

持
・
発

揮
を
図

る
た
め

、
地

域
共

同
で
行

う
農

業
の

多
面

的
機

能
を
支

え
る
活

動
及

び
地

域
資

源
の

質
的

向
上

を
図

る
活

動
を
支

援
し
た
。

〇
地

域
共

同
で
行

う
農

業
の

多
面

的
機

能
を
支

え
る
活

動
及

び
地

域
資

源
の

質
的

向
上

を
図

る
活

動
の

支
援

を
推

進
す
る

農
林

水
産

部

(６
)農

林
水

産
④

4
-
4

〇
佐

賀
関

漁
港

、
松

浦
漁

港
に
お
け
る
漁

港
施

設
の

耐
震

・
耐

津
波

対
策

を
実

施
し
た
。

〇
引

き
続

き
佐

賀
関

漁
港

、
松

浦
漁

港
に
お
け
る
漁

港
施

設
の

耐
震

・
耐

津
波

対
策

を
実

施
す
る
。

農
林

水
産

部

33



⑤
部

局
名

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２
）

施
策

分
野

関
連

す
る
3
1
の

「
起

き
て
は

な
ら
な
い

最
悪

の
事

態
」
の

番
号

施
策

方
針

番
号

令
和

７
年

度
の

取
組

令
和

８
年

度
以

降
の

取
組

(６
)農

林
水

産
⑤

1
-
4

〇
た
め

池
の

廃
止

も
含

め
た
対

策
工

事
を
計

画
的

に
実

施
す
る
。
ま
た
、
監

視
カ
メ
ラ
・
水

位
計

を
活

用
し

た
管

理
シ
ス
テ
ム

等
ソ
フ
ト
施

策
を
推

進
し
た
。

〇
た
め

池
の

廃
止

も
含

め
た
対

策
工

事
を
計

画
的

に
実

施
す
る
。
ま
た
、
監

視
カ
メ
ラ
・
水

位
計

を
活

用
し

た
管

理
シ
ス
テ
ム

等
ソ
フ
ト
施

策
を
推

進
す
る
。

農
林

水
産

部

(６
)農

林
水

産
⑥

1
-
5

〇
山

地
災

害
危

険
地

区
に
つ
い
て
、
治

山
施

設
等

の
整

備
を
実

施
し
、
５
地

区
に
つ
い
て
完

了
し
た
。

〇
未

整
備

の
山

地
災

害
危

険
地

区
に
つ
い
て
、
計

画
的

に
治

山
施

設
等

の
整

備
を
実

施
し
て
い
く
。

農
林

水
産

部

(６
)農

林
水

産
⑥

1
-
5
、
4
-
5

〇
流

木
の

発
生

が
懸

念
さ
れ

る
河

川
沿

い
2
8
h
a
、
尾

根
・
急

傾
斜

地
1
0
h
a
の

人
工

林
に
お
い
て
、
広

葉
樹

林
化

等
に
よ
る
減

災
対

策
を
進

め
た
。

〇
令

和
８
年

度
以

降
、
災

害
に
強

い
森

林
づ
く
り
推

進
事

業
に
つ
い
て
は

、
市

町
村

が
森

林
環

境
譲

与
税

等
を
活

用
し
た
事

業
に
移

行
し
、
県

は
市

町
村

と
連

携
し
側

面
的

に
支

援
を
行

っ
て
い
く
。

農
林

水
産

部

(７
)国

土
保

全
①

1
-
5

〇
山

地
災

害
危

険
地

区
に
つ
い
て
、
治

山
施

設
等

の
整

備
を
実

施
し
、
５
地

区
に
つ
い
て
完

了
し
た
。

〇
未

整
備

の
山

地
災

害
危

険
地

区
に
つ
い
て
、
計

画
的

に
治

山
施

設
等

の
整

備
を
実

施
し
て
い
く
。

農
林

水
産

部

(７
)国

土
保

全
①

1
-
4

○
河

川
管

理
施

設
、
海

岸
保

全
施

設
に
つ
い
て
は

、
過

去
の

浸
水

実
績

や
重

要
度

を
勘

案
し
、
投

資
効

果
の

高
い
箇

所
の

ハ
ー
ド
対

策
を
推

進
し
た
。
ま
た
、
市

町
村

･地
域

住
民

と
連

携
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成

等
の

ソ
フ
ト
対

策
も
推

進
し
た
。

○
河

川
管

理
施

設
、
海

岸
保

全
施

設
、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

に
お
け
る
砂

防
施

設
や

治
山

施
設

の
整

備
等

の
ハ

ー
ド
対

策
を
引

き
続

き
実

施
す
る
。
ま
た
､関

係
機

関
が

連
携

し
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
な
ど

の
ソ
フ
ト
対

策
も
引

き
続

き
実

施
す
る
。

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
①

1
-
3
、
1
-
4
、
4
-
2

〇
佐

賀
関

漁
港

、
松

浦
漁

港
に
お
い
て
、
漁

業
地

域
B
C
P
に
緊

急
物

資
輸

送
に
関

す
る
計

画
を
追

加
、

策
定

し
た
。

〇
協

議
会

の
開

催
や

事
前

対
策

の
実

施
や

教
育

・
訓

練
、
定

期
的

な
計

画
見

直
し
を
実

施
す
る
等

、
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル

に
よ
り
継

続
的

に
B
C
P
を
改

善
し
、
実

効
性

を
高

め
る
。

農
林

水
産

部

(７
)国

土
保

全
①

1
-
5
、
1
-
6

○
土

砂
災

害
の

恐
れ

の
あ
る
箇

所
に
お
い
て
、
重

要
な
交

通
網

、
地

域
防

災
拠

点
、
要

配
慮

者
利

用
施

設
を
重

点
的

に
砂

防
施

設
の

整
備

を
実

施
し
た
。

○
土

砂
災

害
の

恐
れ

の
あ
る
箇

所
に
お
い
て
、
重

要
な
交

通
網

、
地

域
防

災
拠

点
、
要

配
慮

者
利

用
施

設
を
重

点
的

に
砂

防
施

設
の

整
備

を
実

施
す
る
。

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
①

1
-
1
、
1
-
2
、
1
-
3
、

1
-
4
、
1
-
5
、
1
-
6

○
防

災
教

育
モ
デ

ル
実

践
事

業
で
は

、
教

科
横

断
的

な
防

災
教

育
の

実
践

や
地

域
の

災
害

リ
ス
ク
や

児
童

生
徒

の
実

態
に
即

し
た
避

難
訓

練
等

を
行

っ
た
。
防

災
の

専
門

家
を
派

遣
す

る
学

校
防

災
出

前
講

座
で
は

、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー

ク
を
通

し
た
安

全
マ
ッ
プ
作

り
や

、
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
作

成
等

を
行

い
、
防

災
意

識
の

向
上

を
図

っ
た
。
県

立
学

校
６
校

を
選

任
す

る
高

校
生

防
災

リ
ー

ダ
ー

養
成

事
業

で
は

、
、
大

分
大

学
と
連

携
し
、
大

学
生

の
サ

ポ
ー

ト
の

も
と
、
生

徒
の

主
体

性
を
促

す
防

災
教

育
を
推

進
し
た
。
大

分
大

学
で
の

６
校

合
同

の
集

合
研

修
で
は

、
地

震
体

験
等

の
先

端
技

術
の

体
験

や
座

談
会

を
通

し
た
各

校
の

意
見

交
換

な
ど
を
実

施
し
た
。
ま
た
各

校
独

自
で
ブ
ラ
イ
ン
ド
型

の
避

難
訓

練
や

近
隣

学
校

と
の

合
同

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開

催
し
、
主

体
的

な
活

動
に
取

り
組

ん
だ
。

○
地

域
の

災
害

リ
ス
ク
を
踏

ま
え
、
児

童
生

徒
が

よ
り
主

体
的

に
防

災
教

育
に
取

り
組

ん
で
い
け
る
よ
う

に
、
学

校
周

辺
の

フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
及

び
防

災
マ
ッ
プ
の

作
成

、
A
R
機

器
等

の
デ
ジ
タ
ル

技
術

を
活

用
し
た
体

験
的

な
学

習
等

を
通

じ
、
実

践
的

な
防

災
教

育
を
進

め
る
。
ま
た
防

災
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
実

践
を
通

し
て
、
系

統
的

・
横

断
的

に
防

災
教

育
を
進

め
る
。
ま
た
、
学

校
運

営
協

議
会

等
の

制
度

も
活

用
し
、
防

災
学

習
や

会
議

等
へ

の
参

加
な
ど
、
地

域
や

保
護

者
と
よ
り
一

層
連

携
し
た
取

組
を
推

進
す
る
。

こ
れ

ま
で
の

モ
デ
ル

事
業

で
得

ら
れ

た
好

事
例

を
モ
デ
ル

校
以

外
の

学
校

で
も
、
実

践
さ
れ

る
よ
う
Ｈ
Ｐ
等

で
情

報
提

供
を
行

う
。
ま
た
高

校
生

防
災

リ
ー
ダ
ー
養

成
事

業
に
お
い
て
県

内
大

学
と
連

携
し
、
よ
り
効

果
的

、
実

践
的

な
防

災
教

育
を
推

進
す
る
。

教
育

庁

(７
)国

土
保

全
②

4
-
4

〇
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

を
推

進
し
た
。

〇
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

を
推

進
す
る
。

農
林

水
産

部

(７
)国

土
保

全
②

1
-
3
、
1
-
4
、
4
-
2

〇
小

祝
漁

港
に
お
い
て
高

潮
対

策
を
実

施
す
る
た
め

に
調

査
・
測

量
等

を
実

施
し
た
。

〇
引

き
続

き
小

祝
漁

港
に
お
い
て
高

潮
対

策
を
実

施
す
る
た
め

に
設

計
等

を
実

施
す
る
。

農
林

水
産

部

(７
)国

土
保

全
②

1
-
3
、
1
-
4
、
4
-
2

○
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

、
海

岸
堤

防
、
河

川
堤

防
､河

川
管

理
施

設
及

び
海

岸
保

全
施

設
の

津
波

対
策

、
地

震
･液

状
化

対
策

の
検

討
を
実

施
し
た
。

○
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

、
海

岸
堤

防
、
河

川
堤

防
､河

川
管

理
施

設
及

び
海

岸
保

全
施

設
の

津
波

対
策

、
地

震
･液

状
化

対
策

の
検

討
を
継

続
す
る
。

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
②

1
-
3
、
1
-
4
、
4
-
2

〇
海

外
保

全
施

設
（
大

分
港

海
岸

、
国

東
港

海
岸

、
守

江
港

海
岸

）
に
お
い
て
、
波

浪
・
高

潮
・
浸

食
対

策
の

み
な
ら
ず

、
比

較
的

発
生

頻
度

の
高

い
津

波
に
対

応
し
た
整

備
を
推

進
し
た
。

〇
海

外
保

全
施

設
（
大

分
港

海
岸

、
国

東
港

海
岸

、
守

江
港

海
岸

）
に
お
い
て
、
波

浪
・
高

潮
・
浸

食
対

策
の

み
な
ら
ず

、
比

較
的

発
生

頻
度

の
高

い
津

波
に
対

応
し
た
整

備
を
推

進
す
る
。

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
③

1
-
3
、
1
-
4

○
実

効
性

の
あ
る
避

難
行

動
を
促

す
た
め

、
想

定
最

大
規

模
の

浸
水

想
定

区
域

図
を
作

成
･公

表
す
る

な
ど
浸

水
被

害
に
対

す
る
取

組
、
市

町
村

･地
域

住
民

と
連

携
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
等

の
防

災
情

報
の

発
信

強
化

及
び
県

内
の

市
町

村
や

地
域

が
一

体
と
な
っ
た
浸

水
避

難
対

策
を
引

き
続

き
推

進
し
た
｡

○
実

効
性

の
あ
る
避

難
行

動
を
促

す
た
め

、
浸

水
想

定
区

域
図

の
作

成
･公

表
な
ど
の

取
組

及
び
市

町
村

･地
域

住
民

と
連

携
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
等

の
防

災
情

報
の

発
信

強
化

を
引

き
続

き
推

進
す
る
｡

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
④

1
-
4

〇
大

分
県

内
の

１
級

河
川

各
流

域
毎

に
大

規
模

氾
濫

に
関

す
る
減

災
対

策
協

議
会

を
実

施
し
､多

く
の

関
係

者
の

事
前

の
備

え
と
連

携
強

化
に
よ
り
､複

合
的

な
災

害
に
も
多

層
的

に
備

え
､社

会
全

体
で
被

害
を

防
止

･軽
減

さ
せ

る
対

策
の

強
化

を
推

進
し
た
｡

○
大

規
模

氾
濫

に
関

す
る
減

災
対

策
協

議
会

を
中

心
に
､こ

れ
ま
で
の

災
害

を
検

証
し
、
多

く
の

関
係

者
の

事
前

の
備

え
と
連

携
強

化
に
よ
り
､複

合
的

な
災

害
に
も
多

層
的

に
備

え
､社

会
全

体
で
被

害
を
防

止
･

軽
減

さ
せ

る
対

策
の

強
化

を
引

き
続

き
推

進
す
る
｡

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
④

1
-
3
、
1
-
4
、
4
-
2

〇
気

候
変

動
を
踏

ま
え
た
海

岸
保

全
基

本
計

画
の

改
定

に
向

け
、
検

討
を
行

っ
た
。

〇
気

候
変

動
を
踏

ま
え
た
海

岸
保

全
基

本
計

画
の

改
定

を
行

う
。

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
⑤

1
-
4

○
機

能
保

全
計

画
を
基

に
、
農

業
用

ダ
ム

等
の

農
業

水
利

施
設

の
更

新
や

長
寿

命
化

対
策

を
強

化
し
、

対
策

工
事

を
実

施
し
た
。

○
機

能
保

全
計

画
を
基

に
、
農

業
用

ダ
ム

等
の

農
業

水
利

施
設

の
更

新
や

長
寿

命
化

対
策

を
強

化
し
、

対
策

工
事

を
実

施
す
る
。

農
林

水
産

部

(７
)国

土
保

全
⑤

1
-
4

○
9
地

区
に
お
い
て
過

去
に
浸

水
被

害
が

発
生

し
た
地

域
の

河
川

改
修

を
完

了
さ
せ

､管
渠

等
の

排
水

施
設

の
整

備
並

び
に
河

川
施

設
及

び
ダ
ム

が
機

能
停

止
に
陥

ら
な
い
た
め

の
対

策
等

を
推

進
し
た
｡

○
河

川
の

浸
水

被
害

の
解

消
及

び
軽

減
､排

水
機

場
や

管
渠

等
の

排
水

施
設

の
整

備
並

び
に
河

川
施

設
及

び
ダ
ム

が
機

能
停

止
に
陥

ら
な
い
た
め

の
対

策
を
引

き
続

き
推

進
す
る
｡

土
木

建
築

部

34



⑤
部

局
名

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２
）

施
策

分
野

関
連

す
る
3
1
の

「
起

き
て
は

な
ら
な
い

最
悪

の
事

態
」
の

番
号

施
策

方
針

番
号

令
和

７
年

度
の

取
組

令
和

８
年

度
以

降
の

取
組

(７
)国

土
保

全
⑥

1
-
4

○
浸

水
被

害
に
対

す
る
取

組
、
市

町
村

･地
域

住
民

と
連

携
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
等

の
防

災
情

報
の

発
信

強
化

及
び
県

内
の

市
町

村
や

地
域

が
一

体
と
な
っ
た
対

策
を
推

進
し
た
｡

○
浸

水
被

害
に
対

す
る
取

組
、
市

町
村

･地
域

住
民

と
連

携
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
等

の
防

災
情

報
の

発
信

強
化

及
び
県

内
の

市
町

村
や

地
域

が
一

体
と
な
っ
た
対

策
を
継

続
す
る
｡

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
⑦

1
-
4

○
施

設
整

備
の

在
り
方

に
つ
い
て
有

識
者

検
討

会
を
開

催
（
２
回

）
し
、
対

応
方

針
を
決

定
し
た
。
海

岸
保

全
基

本
計

画
の

改
定

案
が

完
成

し
た
後

、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行

っ
た
。

〇
各

海
岸

管
理

者
に
お
け
る
海

岸
保

全
基

本
計

画
の

変
更

を
促

進
し
た
。

〇
隣

接
県

（
福

岡
県

）
の

改
定

進
捗

を
踏

ま
え
、
公

表
予

定
。

〇
気

候
変

動
を
踏

ま
え
た
海

岸
保

全
基

本
計

画
の

改
定

を
行

う
。

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
⑦

1
-
4

〇
市

町
村

の
内

水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
の

た
め

の
浸

水
想

定
区

域
図

の
作

成
の

助
言

及
び
支

援
し

た
。

〇
引

き
続

き
、
市

町
村

の
内

水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
の

た
め

の
浸

水
想

定
区

域
図

の
作

成
の

助
言

及
び
支

援
す
る
。

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
⑧

1
-
5

○
土

砂
災

害
危

険
箇

所
外

に
存

在
す
る
砂

災
害

の
恐

れ
の

あ
る
箇

所
の

基
礎

調
査

を
実

施
し
た
。
土

砂
災

害
避

難
促

進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は

、
７
箇

所
で
市

や
地

域
住

民
と
連

携
し
て
警

戒
区

域
の

確
認

や
避

難
訓

練
等

を
実

施
し
た
。

○
土

砂
災

害
の

恐
れ

の
あ
る
箇

所
に
お
い
て
、
土

砂
災

害
危

険
箇

所
外

の
基

礎
調

査
を
継

続
し
て
実

施
す
る
。
土

砂
災

害
避

難
促

進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は

、
複

数
の

市
町

村
に
お
い
て
避

難
訓

練
等

を
実

施
す
る
。

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
⑨

1
-
6

○
火

山
噴

火
緊

急
減

災
対

策
砂

防
計

画
に
基

づ
き
、
ハ

ー
ド
対

策
は

噴
火

時
の

準
備

工
と
し
て
仮

設
堰

堤
の

検
討

を
実

施
し
た
。

○
火

山
噴

火
緊

急
減

災
対

策
砂

防
計

画
に
基

づ
き
、
ハ

ー
ド
対

策
は

噴
火

時
の

準
備

工
と
し
て
、
仮

設
堰

堤
の

検
討

を
推

進
す
る
。
ソ
フ
ト
対

策
は

火
山

監
視

装
置

の
改

修
工

事
を
実

施
す
る
。

土
木

建
築

部

(７
)国

土
保

全
⑪

4
-
4
、
5
-
5
、
6
-
5

○
迅

速
な
復

旧
復

興
や

大
規

模
災

害
へ

の
備

え
と
し
て
、
引

き
続

き
、
市

町
村

と
連

携
し
、
地

籍
調

査
を

強
化

し
た
。

○
迅

速
な
復

旧
復

興
や

大
規

模
災

害
へ

の
備

え
と
し
て
、
引

き
続

き
、
市

町
村

と
連

携
し
、
地

籍
調

査
を

強
化

す
る
。

農
林

水
産

部

(Ａ
)リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(情
報

の
共

有
、
訓

練
・
啓

発
等

)
①

6
-
2

〇
災

害
中

間
支

援
組

織
「
お
お
い
た
災

害
支

援
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
令

和
７
年

６
月

に
設

置
し
、
情

報
共

有
会

議
「
と
よ
の

く
に
会

議
」
を
毎

月
開

催
し
た
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ
対

応
研

修
を
３
回

実
施

延
べ

８
１
団

体
・
個

人
が

参
加

し
た
。

〇
災

害
中

間
支

援
組

織
「
お
お
い
た
災

害
支

援
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は

、
災

害
発

生
時

の
専

門
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の

受
入

れ
や

調
整

な
ど
を
行

い
、
平

時
は

関
係

機
関

と
の

連
絡

・
情

報
共

有
を
図

る
。
ま
た
、
N
P
O

活
動

を
支

援
す
る
た
め

の
技

術
力

向
上

に
む

け
た
研

修
を
実

施
す
る
。

生
活

環
境

部

(Ａ
)リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(情
報

の
共

有
、
訓

練
・
啓

発
等

)
②

6
-
3

〇
災

害
時

外
国

人
支

援
セ
ミ
ナ
ー
を
２
回

開
催

　
・
行

政
職

員
向

け
セ
ミ
ナ
ー
　
令

和
７
年

８
月

　
・
地

域
防

災
・
外

国
人

支
援

関
係

者
向

け
セ
ミ
ナ
ー
　
令

和
８
年

３
月

〇
災

害
時

外
国

人
支

援
セ
ミ
ナ
ー
開

催
を
通

じ
て
、
支

援
人

材
の

育
成

を
図

る
。

企
画

振
興

部

(Ａ
)リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(情
報

の
共

有
、
訓

練
・
啓

発
等

)
③

6
-
2

〇
研

修
を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
人

材
の

育
成

や
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
（
リ
ー
ダ
ー
研

修
：
２
回

実
施

８
０
名

参
加

、
ス
タ
ッ
フ
研

修
：

２
回

実
施

１
７
６
名

参
加

、
現

地
研

修
：
２
名

参
加

）
〇

災
害

中
間

支
援

組
織

「
お
お
い
た
災

害
支

援
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
令

和
７
年

６
月

に
設

置
し
、
情

報
共

有
会

議
「
と
よ
の

く
に
会

議
」
を
毎

月
開

催
し
た
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ
対

応
研

修
を
３
回

実
施

延
べ

８
１
団

体
・
個

人
が

参
加

し
た
。

〇
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

円
滑

な
運

用
に
対

応
で
き
る
人

材
を
育

成
す
る
た
め

、
リ
ー
ダ
ー
研

修
や

ス
タ
ッ
フ
研

修
を
実

施
す
る
。

〇
災

害
中

間
支

援
組

織
「
お
お
い
た
災

害
支

援
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は

、
災

害
発

生
時

の
専

門
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の

受
入

れ
や

調
整

な
ど
を
行

い
、
平

時
は

関
係

機
関

と
の

連
絡

・
情

報
共

有
を
図

る
。
ま
た
、
N
P
O

活
動

を
支

援
す
る
た
め

の
技

術
力

向
上

に
む

け
た
研

修
を
実

施
す
る
。

生
活

環
境

部

(Ａ
)リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(情
報

の
共

有
、
訓

練
・
啓

発
等

)
④

2
‐
3

○
総

合
防

災
訓

練
（
図

上
）
な
ど
実

践
的

な
訓

練
を
実

施
し
、
関

係
機

関
と
の

連
携

強
化

を
図

っ
た
。

○
総

合
防

災
訓

練
（
実

動
）
に
お
い
て
、
県

民
の

防
災

意
識

の
高

揚
や

防
災

関
係

機
関

の
災

害
対

応
能

力
の

維
持

、
向

上
及

び
連

携
の

強
化

を
図

る
た
め

、
住

民
参

加
型

の
訓

練
を
計

画
す
る
。

生
活

環
境

部

(Ａ
)リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(情
報

の
共

有
、
訓

練
・
啓

発
等

)
⑤

1
‐
6
、
4
-
2

○
原

子
力

災
害

が
発

生
し
た
場

合
に
備

え
、
国

や
愛

媛
県

等
、
関

係
機

関
と
の

プ
レ
訓

練
や

、
空

間
放

射
線

量
率

を
測

定
す
る
緊

急
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
訓

練
の

実
施

、
各

機
関

へ
の

情
報

伝
達

訓
練

を
行

っ
た
。

ま
た
、
佐

賀
関

大
規

模
火

災
対

応
の

た
め

、
愛

媛
県

か
ら
の

避
難

住
民

の
避

難
受

入
所

へ
の

誘
導

訓
練

は
中

止
と
な
っ
た
も
の

の
、
受

入
市

町
村

と
受

入
に
向

け
た
手

順
を
確

認
し
た
こ
と
で
、
習

熟
度

の
向

上
に

努
め

た
。

○
原

子
力

災
害

が
発

生
し
た
場

合
に
備

え
、
愛

媛
県

と
連

携
し
、
県

災
害

対
策

本
部

か
ら
各

機
関

へ
の

情
報

伝
達

訓
練

や
、
愛

媛
県

か
ら
の

避
難

住
民

の
避

難
受

入
所

へ
の

誘
導

訓
練

及
び
緊

急
時

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
訓

練
な
ど
を
実

施
す
る
。

生
活

環
境

部

(Ａ
)リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(情
報

の
共

有
、
訓

練
・
啓

発
等

)
⑥

1
‐
3

○
各

種
イ
ベ
ン
ト
や

啓
発

動
画

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広

告
等

に
お
い
て
防

災
ア
プ
リ
の

周
知

及
び
登

録
促

進
に
向

け
た
普

及
啓

発
を
行

っ
た
。
ま
た
、
県

民
安

全
・
安

心
メ
ー
ル

等
の

防
災

情
報

収
集

ツ
ー
ル

の
複

数
所

持
に

つ
い
て
も
、
防

災
ア
プ
リ
等

で
毎

月
行

う
県

民
向

け
お
知

ら
せ

に
お
い
て
啓

発
を
行

っ
た
。

〇
登

録
数

の
増

加
及

び
防

災
情

報
収

集
ツ
ー
ル

複
数

所
持

の
促

進
を
図

る
た
め

、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や

啓
発

動
画

等
に
お
い
て
積

極
的

な
普

及
啓

発
を
推

進
す
る
。

生
活

環
境

部

(Ａ
)リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(情
報

の
共

有
、
訓

練
・
啓

発
等

)
⑦

1
‐
1

〇
「
災

害
時

物
資

供
給

共
励

締
結

企
業

」
（
８
社

）
と
協

力
し
防

災
グ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
を
開

催
し
、
防

災
気

象
講

演
会

等
の

各
種

イ
ベ
ン
ト
で
防

災
の

し
お
り
等

を
配

布
し
、
防

災
の

啓
発

を
推

進
し
た
。

〇
災

害
時

物
資

供
給

協
定

締
結

企
業

等
と
協

力
し
防

災
グ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
各

種
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
防

災
の

し
お
り
等

配
布

す
る
な
ど
啓

発
を
推

進
す
る
。

生
活

環
境

部

35



⑤
部

局
名

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２
）

施
策

分
野

関
連

す
る
3
1
の

「
起

き
て
は

な
ら
な
い

最
悪

の
事

態
」
の

番
号

施
策

方
針

番
号

令
和

７
年

度
の

取
組

令
和

８
年

度
以

降
の

取
組

(Ｂ
)地

域
の

生
活

機
能

の
維

持
・

地
域

の
活

性
化

、
①

6
-
3

○
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
に
対

す
る
専

門
家

派
遣

や
各

種
事

業
推

進
を
通

じ
て
、
県

下
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構

成
集

落
数

は
1
5
2
地

域
2
,3
0
5
集

落
へ

と
拡

大
し
た
。
主

な
取

組
主

体
で
あ
る
地

域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
で
は

、
地

場
産

品
の

販
路

拡
大

や
高

齢
者

世
帯

の
見

守
り
、
新

た
な
担

い
手

確
保

に
向

け
た
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持

等
を
目

的
と
し
た
様

々
な
取

組
が

行
わ

れ
た
。
ま
た
、

県
内

４
自

治
体

に
お
い
て
講

演
会

を
開

催
し
、
延

べ
6
5
8
人

が
参

加
し
た
。

〇
専

門
家

派
遣

や
地

域
課

題
の

解
決

に
向

け
た
支

援
に
引

き
続

き
取

り
組

む
と
と
も
に
、
新

た
な
生

活
支

援
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め

、
買

物
弱

者
に
対

す
る
買

物
支

援
の

導
入

に
向

け
て
、
市

町
村

と
連

携
し
た

取
組

を
行

う
。

企
画

振
興

部

(Ｂ
)地

域
の

生
活

機
能

の
維

持
・

地
域

の
活

性
化

、
③

1
‐
1

○
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
研

修
や

避
難

さ
せ

隊
に
よ
る
避

難
訓

練
及

び
学

習
会

を
行

い
、
地

域
の

防
災

活
動

の
取

組
推

進
を
図

る
と
と
も
に
、
地

域
防

災
の

要
と
な
る
防

災
士

の
養

成
研

修
や

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研

修
を
通

じ
た
育

成
を
行

っ
た
。

○
防

災
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
の

活
用

や
避

難
さ
せ

隊
事

業
に
よ
る
避

難
訓

練
・
防

災
学

習
会

の
開

催
等

に
よ
っ
て
地

域
の

防
災

活
動

の
取

組
を
支

援
す
る
。
ま
た
地

域
防

災
の

要
と
な
る
防

災
士

の
養

成
及

び
ス

キ
ル

ア
ッ
プ
研

修
を
通

じ
た
育

成
を
行

う
。

生
活

環
境

部

(Ｃ
)防

災
教

育
・
人

材
育

成
①

1
‐
1

1
‐
2

○
防

災
意

識
の

向
上

の
た
め

に
、
県

内
の

イ
ベ
ン
ト
や

防
災

訓
練

等
で
地

震
体

験
車

や
防

災
V
R
ゴ
ー
グ

ル
の

貸
出

を
行

っ
た
。
ま
た
、
V
R
映

像
や

各
種

啓
発

動
画

を
引

き
続

き
H
P
上

で
公

開
し
、
啓

発
を
行

っ
た
。

〇
県

内
の

イ
ベ
ン
ト
や

防
災

訓
練

等
で
の

地
震

体
験

車
や

防
災

V
R
ゴ
ー
グ
ル

と
い
っ
た
疑

似
体

験
ツ
ー

ル
の

活
用

や
市

町
村

へ
の

貸
し
出

し
を
行

う
こ
と
で
、
防

災
意

識
の

向
上

を
図

る
。
V
R
映

像
や

各
種

啓
発

動
画

を
引

き
続

き
H
P
上

で
公

開
し
、
啓

発
を
進

め
る
。

生
活

環
境

部

(Ｃ
)防

災
教

育
・
人

材
育

成
①

1
-
1
、
1
-
2
、
1
-
3
、

1
-
4
、
1
-
5
、
1
-
6

○
防

災
教

育
モ
デ

ル
実

践
事

業
で
は

、
教

科
横

断
的

な
防

災
教

育
の

実
践

や
地

域
の

災
害

リ
ス
ク
や

児
童

生
徒

の
実

態
に
即

し
た
避

難
訓

練
等

を
行

っ
た
。
防

災
の

専
門

家
を
派

遣
す

る
学

校
防

災
出

前
講

座
で
は

、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー

ク
を
通

し
た
安

全
マ
ッ
プ
作

り
や

、
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
作

成
等

を
行

い
、
防

災
意

識
の

向
上

を
図

っ
た
。
県

立
学

校
６
校

を
選

任
す

る
高

校
生

防
災

リ
ー

ダ
ー

養
成

事
業

で
は

、
、
大

分
大

学
と
連

携
し
、
大

学
生

の
サ

ポ
ー

ト
の

も
と
、
生

徒
の

主
体

性
を
促

す
防

災
教

育
を
推

進
し
た
。
大

分
大

学
で
の

６
校

合
同

の
集

合
研

修
で
は

、
地

震
体

験
等

の
先

端
技

術
の

体
験

や
座

談
会

を
通

し
た
各

校
の

意
見

交
換

な
ど
を
実

施
し
た
。
ま
た
各

校
独

自
で
ブ
ラ
イ
ン
ド
型

の
避

難
訓

練
や

近
隣

学
校

と
の

合
同

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開

催
し
、
主

体
的

な
活

動
に
取

り
組

ん
だ
。

○
地

域
の

災
害

リ
ス
ク
を
踏

ま
え
、
児

童
生

徒
が

よ
り
主

体
的

に
防

災
教

育
に
取

り
組

ん
で
い
け
る
よ
う

に
、
学

校
周

辺
の

フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
及

び
防

災
マ
ッ
プ
の

作
成

、
A
R
機

器
等

の
デ
ジ
タ
ル

技
術

を
活

用
し
た
体

験
的

な
学

習
等

を
通

じ
、
実

践
的

な
防

災
教

育
を
進

め
る
。
ま
た
防

災
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
実

践
を
通

し
て
、
系

統
的

・
横

断
的

に
防

災
教

育
を
進

め
る
。
ま
た
、
学

校
運

営
協

議
会

等
の

制
度

も
活

用
し
、
防

災
学

習
や

会
議

等
へ

の
参

加
な
ど
、
地

域
や

保
護

者
と
よ
り
一

層
連

携
し
た
取

組
を
推

進
す
る
。

こ
れ

ま
で
の

モ
デ
ル

事
業

で
得

ら
れ

た
好

事
例

を
モ
デ
ル

校
以

外
の

学
校

で
も
、
実

践
さ
れ

る
よ
う
Ｈ
Ｐ
等

で
情

報
提

供
を
行

う
。
ま
た
高

校
生

防
災

リ
ー
ダ
ー
養

成
事

業
に
お
い
て
県

内
大

学
と
連

携
し
、
よ
り
効

果
的

、
実

践
的

な
防

災
教

育
を
推

進
す
る
。

教
育

庁

(Ｃ
)防

災
教

育
・
人

材
育

成
②

6
‐
2

○
地

域
に
お
け
る
防

災
活

動
の

要
と
な
る
防

災
士

の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研

修
等

を
各

地
域

で
実

施
す
る
と
と

も
に
、
地

域
の

防
災

士
や

福
祉

団
体

等
と
連

携
し
た
避

難
訓

練
や

地
域

で
の

タ
イ
ム

ラ
イ
ン
研

修
実

施
の

支
援

を
行

っ
た
。

〇
防

災
士

の
養

成
や

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の

た
め

の
研

修
な
ど
、
人

材
確

保
・
育

成
の

た
め

の
各

種
研

修
会

を
開

催
す
る
。
ま
た
、
地

域
で
の

避
難

訓
練

や
防

災
学

習
会

を
実

施
す
る
こ
と
で
、
防

災
士

や
自

治
会

役
員

の
連

携
の

機
会

を
創

出
す
る
。

生
活

環
境

部

(Ｃ
)防

災
教

育
・
人

材
育

成
③

6
‐
2

○
防

災
分

野
に
関

心
の

な
い
方

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
防

災
活

動
事

例
集

を
作

成
し
、
防

災
意

識
の

醸
成

を
図

る
と
と
も
に
、
女

性
視

点
を
持

っ
た
人

材
育

成
を
行

っ
た
。
ま
た
、
学

習
会

や
交

流
会

を
実

施
す
る
こ

と
で
す
で
に
活

躍
さ
れ

て
い
る
女

性
防

災
士

を
連

携
強

化
を
促

進
し
た
。

〇
女

性
の

参
画

を
促

進
す
る
た
め

、
活

動
事

例
集

の
配

布
や

講
演

会
を
通

じ
意

識
の

醸
成

を
図

る
。
ま

た
、
学

習
会

や
交

流
会

、
防

災
士

の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研

修
を
通

じ
、
女

性
防

災
士

の
連

携
強

化
や

女
性

視
点

を
持

っ
た
防

災
人

材
の

育
成

を
促

進
す
る
。

生
活

環
境

部

(Ｃ
)防

災
教

育
・
人

材
育

成
④

6
-
2

〇
市

町
村

担
当

課
か

ら
の

推
薦

者
2
9
名

及
び
そ
の

他
市

町
村

等
出

席
者

1
1
名

の
計

4
0
名

が
1
0
/
2
5
、

1
0
/
2
6
の

基
礎

講
座

に
参

加
し
、
そ
の

う
ち
2
9
名

を
避

難
所

運
営

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
登

録
し
た
。

〇
大

分
市

佐
賀

関
の

大
規

模
火

災
に
対

す
る
派

遣
1
1
/
2
5
～

1
2
/
5
の

1
1
日

間
で
1
7
名

が
派

遣
さ
れ

た
。
1
/
2
7
に
活

動
報

告
会

を
行

っ
た
。

〇
6
/
1
3
、
6
/
1
4
に
基

礎
講

座
を
実

施
予

定
。

〇
1
0
月

に
令

和
7
年

度
に
登

録
さ
れ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

座
を
実

施
予

定
。

生
活

環
境

部

(Ｃ
)防

災
教

育
・
人

材
育

成
⑤

6
-
2

○
復

興
を
支

え
る
人

材
確

保
の

た
め

、
継

続
し
て
講

習
会

を
実

施
し
、
被

災
宅

地
危

険
度

判
定

士
確

保
を

図
っ
た
。

○
判

定
士

名
簿

を
整

え
た
。

○
復

興
を
支

え
る
人

材
確

保
の

た
め

、
継

続
し
て
講

習
会

を
実

施
し
、
被

災
宅

地
危

険
度

判
定

士
確

保
を

図
る
。

○
派

遣
マ
ニ
ュ
ア
ル

・
名

簿
の

作
成

な
ど
を
整

え
る
。

土
木

建
築

部

(Ｃ
)防

災
教

育
・
人

材
育

成
⑥

6
-
5

○
自

治
体

職
員

向
け
に
応

急
仮

設
住

宅
建

設
に
関

す
る
説

明
会

を
実

施
し
た
。

〇
自

治
体

職
員

向
け
の

応
急

仮
設

住
宅

や
応

急
修

理
に
関

す
る
研

修
を
実

施
す
る

土
木

建
築

部

(Ｃ
)防

災
教

育
・
人

材
育

成
⑧

6
-
2

〇
公

共
土

木
施

設
災

害
復

旧
事

業
担

当
者

に
災

害
発

生
時

に
お
け
る
迅

速
な
復

旧
を
図

る
た
め

の
研

修
を
実

施
し
、
「
災

害
の

手
引

き
」
に
つ
い
て
も
改

定
を
行

う
な
ど
、
防

災
教

育
・
人

材
育

成
を
推

進
し
た
。

〇
公

共
土

木
施

設
災

害
復

旧
事

業
担

当
者

に
災

害
発

生
時

に
お
け
る
迅

速
な
復

旧
を
図

る
た
め

研
修

を
実

施
す
る
。
ま
た
、
災

害
復

旧
担

当
者

の
た
め

の
「
災

害
の

手
引

き
」
に
つ
い
て
も
改

定
を
実

施
す
る
。

土
木

建
築

部

(Ｄ
)老

朽
化

対
策

①
5
-
5

〇
令

和
５
年

度
ま
で
の

点
検

で
確

認
さ
れ

た
早

期
対

策
が

必
要

な
橋

梁
の

対
策

に
お
い
て
、
大

在
大

分
港

線
の

三
海

橋
な
ど
で
橋

梁
補

修
工

事
を
実

施
し
た
。

〇
令

和
５
年

度
ま
で
の

点
検

で
確

認
さ
れ

た
早

期
対

策
が

必
要

な
橋

梁
の

対
策

に
お
い
て
、
引

き
続

き
、

大
在

大
分

港
線

の
三

海
橋

な
ど
で
橋

梁
補

修
工

事
を
実

施
す
る
。

土
木

建
築

部

(Ｄ
)老

朽
化

対
策

①
5
-
5

〇
令

和
５
年

度
ま
で
の

点
検

で
確

認
さ
れ

た
早

期
対

策
が

必
要

な
ト
ン
ネ
ル

の
対

策
に
お
い
て
、
臼

杵
坂

ノ
市

線
の

臼
坂

ト
ン
ネ
ル

な
ど
で
ト
ン
ネ
ル

補
修

工
事

を
実

施
し
た
。

〇
令

和
５
年

度
ま
で
の

点
検

で
確

認
さ
れ

た
早

期
対

策
が

必
要

な
ト
ン
ネ
ル

の
対

策
に
お
い
て
、
引

き
続

き
、
臼

杵
坂

ノ
市

線
の

臼
坂

ト
ン
ネ
ル

な
ど
で
ト
ン
ネ
ル

補
修

工
事

を
実

施
す
る
。

土
木

建
築

部

(Ｄ
)老

朽
化

対
策

①
1
-
5

〇
長

寿
命

化
計

画
に
基

づ
き
砂

防
施

設
の

更
新

や
改

修
を
実

施
し
た
。

〇
長

寿
命

化
計

画
に
基

づ
く
砂

防
施

設
の

更
新

や
改

修
に
取

り
組

む
。

土
木

建
築

部
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⑤
部

局
名

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２
）

施
策

分
野

関
連

す
る
3
1
の

「
起

き
て
は

な
ら
な
い

最
悪

の
事

態
」
の

番
号

施
策

方
針

番
号

令
和

７
年

度
の

取
組

令
和

８
年

度
以

降
の

取
組

(Ｄ
)老

朽
化

対
策

①
2
-
5

〇
大

分
ス
ポ
ー
ツ
公

園
に
お
い
て
、
各

種
公

園
施

設
の

点
検

及
び
長

寿
命

化
計

画
の

改
定

を
実

施
中

。
〇

公
園

施
設

の
点

検
・
調

査
や

改
築

・
更

新
に
お
い
て
新

技
術

等
の

活
用

を
検

討
す
る
。

土
木

建
築

部

(Ｄ
)老

朽
化

対
策

③
5
-
4

〇
市

町
村

担
当

者
に
対

し
、
業

務
に
お
け
る
会

議
等

を
実

施
し
、
情

報
共

有
を
図

っ
た
。

〇
下

水
道

施
設

等
に
お
け
る
維

持
管

理
体

制
の

強
化

や
業

務
の

効
率

化
を
図

る
た
め

、
意

見
交

換
会

等
を
開

催
し
、
市

町
村

と
連

携
し
た
取

組
を
推

進
す
る
。

土
木

建
築

部

(Ｅ
)デ

ジ
タ
ル

活
用

①
6
‐
2

〇
防

災
意

識
の

向
上

の
た
め

に
、
県

内
の

イ
ベ
ン
ト
や

防
災

訓
練

等
で
地

震
体

験
車

や
防

災
V
R
ゴ
ー
グ

ル
の

貸
出

を
行

っ
た
。
ま
た
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や

啓
発

動
画

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広

告
等

に
お
い
て
防

災
ア
プ
リ
の

周
知

及
び
登

録
促

進
に
向

け
た
普

及
啓

発
を
行

っ
た
。

○
県

内
の

イ
ベ
ン
ト
や

防
災

訓
練

等
で
の

疑
似

体
験

ツ
ー
ル

（
防

災
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル

）
の

活
用

促
進

や
市

町
村

へ
の

貸
し
出

し
を
行

う
。
ま
た
、
引

き
続

き
、
防

災
ア
プ
リ
の

安
定

的
な
運

用
を
行

う
と
と
も
に
、
各

種
媒

体
に
よ
る
「
お
お
い
た
防

災
ア
プ
リ
」
の

P
R
を
通

じ
、
利

用
者

の
拡

大
を
図

る
。

生
活

環
境

部

(Ｅ
)デ

ジ
タ
ル

活
用

②
5
‐
1

〇
総

合
防

災
訓

練
（
実

動
）
は

、
大

分
市

佐
賀

関
大

規
模

火
災

対
応

の
た
め

実
施

を
見

送
っ
た
が

、
訓

練
計

画
を
通

じ
て
関

係
機

関
と
の

情
報

共
有

・
連

携
強

化
を
図

っ
た
。
ま
た
、
大

分
市

佐
賀

関
火

災
対

応
で

は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
熱

源
探

知
や

情
報

収
集

を
行

い
、
効

率
的

な
消

火
活

動
に
つ
な
げ

た
。

○
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
災

害
時

の
情

報
収

集
体

制
の

更
な
る
充

実
を
図

る
た
め

、
県

総
合

防
災

訓
練

に
お
い

て
、
関

係
機

関
と
の

連
携

に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
訓

練
を
実

施
す
る
。

生
活

環
境

部

(Ｅ
)デ

ジ
タ
ル

活
用

②
2
-
4

〇
発

災
直

後
の

被
害

状
況

調
査

に
お
い
て
、
撮

影
者

の
空

撮
ス
キ
ル

向
上

の
た
め

、
撮

影
協

力
者

と
意

見
交

換
を
し
な
が

ら
撮

影
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作

成
し
た
。

〇
作

成
し
た
撮

影
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
用

い
て
、
防

災
訓

練
な
ど
で
検

証
・
実

績
を
重

ね
つ
つ
、
効

率
的

か
つ

合
理

的
な
被

害
状

況
調

査
の

ス
キ
ー
ム

構
築

を
進

め
る
。

商
工

観
光

労
働

部

(Ｅ
)デ

ジ
タ
ル

活
用

③
5
‐
1

○
災

害
対

応
支

援
シ
ス
テ
ム

や
情

報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
活

用
し
た
情

報
収

集
・
共

有
を
強

化
す
る
た
め

研
修

会
を
実

施
し
、
情

報
収

集
体

制
を
確

保
し
た
。

○
災

害
対

応
支

援
シ
ス
テ
ム

や
情

報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
活

用
し
た
情

報
収

集
・
共

有
を
強

化
す
る
た
め

研
修

会
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
機

能
別

の
研

修
を
行

う
な
ど
、
研

修
体

制
を
強

化
し
、
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
。

生
活

環
境

部
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